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平成３０年度事業報告 

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで） 

 

はじめに 

 当財団は、横浜市との連携のもと、横浜に関係した歴史の理解に資する国内外の資料や

文化財の調査、研究、収集、保管および公開を行うとともに、歴史や文化財に関する普及

啓発を行い、先人たちの歩みや積み上げてきた文化を市民共有のものとし、さらに次世代

へ継承していくことで、ふるさと意識の醸成及び市民文化の発展に寄与することを目的と

しています。 

30年度は、第 3期指定管理第 3年目の年であり、財団事業の一体的な推進、財団業務の

一体化を図るなど、指定管理 10年間の使命達成に向けた取り組みを深めてきました。財団

は、これまでの各館の歴史と役割を十分に活かしつつ、全施設が連携し、それぞれの施設

がその強みを発揮し、柔軟な発想と多様性を生み出しながら、魅力ある事業を展開できる

よう努めてきました。また、市の施策や事業に対して、これまで以上に連携や支援を積極

的に進めるとともに、施設の特色を発揮しながらも、その枠をこえた取組を実施すること

により、着実に成果を上げることができました。 

また、財務状況は、事業費の抑制や人件費縮減への取り組みにより、着実に改善し、正

味財産期末残高ももう一歩で基本財産 1 億円を超えるところまで回復できました。引き続

き財務改善に取り組むとともに組織運営の強化・効率化を図ってまいります。 

 

 

Ⅰ 財団本部事業 

 

１ 財団本部事業（定款第４条第１項第 3号） 

  事業の調整、諸会議の運営等を実施し、円滑な組織運営を図りました。また、公益財団法人

として、理事会・評議員会の開催、神奈川県への報告等を的確に実施しました。 

 事業区分 事 業 内 容 

１ 円滑な組織運営 （１）諸会議の運営 

①役員会           月２回 

②経営会議          月１回 

  ③課長会           月２回程度 

＜主な検討項目＞ 

①理事会・評議員会について～議題等の検討 

②財務改善への取組について 

③予算要求制度について 

④財団経営のあり方について 
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⑤人材育成の進め方について 

⑥企画展計画、進捗報告 

⑦文化財保護法改正動向について 

⑧自己申告制度について 

⑨情報セキュリティ管理規則、研修について 

⑩情報システムの更新について 

⑪横浜市外郭団体 団体経営の方向性及び協約について 

⑫事業報告書・決算書作成 

 ⑬平成 31年度事業計画・予算書作成について 

 ⑭平成 30年度の課題と次年度に向けて 

（２）自己申告書制度の実施 

（３）人材育成を図る研修の実施 

外部研修への参加調整および管理職研修の実施 

２ 財団人事労務・

財務の管理 

（１）財団の財務状況改善に向けた取組 

（２）職員の採用、異動等雇用管理 

（３）就業規則他諸規則の整備及び運用 

（４）給与、社会保険、税金関係等の管理 

（５）定期健康診断の実施等による安全・衛生管理、福利厚生施策の 

実施 

（６）職員メンタルヘルスの支援 

（７）一体的な取組、連携等を考慮した予算編成・管理・決算の実施 

（８）寄附金・協賛金獲得の企画調整 

３ 事業と予算編成 （１）予算要求制度の継続実施 

（２）一体的な取組、連携等を考慮した予算編成・管理・決算の実施 

４ 災害対応 （１）防災訓練の実施 

５ 理事会・評議員

会の開催 

（１）理事会の開催  年 8 回 

  議案検討・確定、招集、開催、議事録作成 

（２）評議員会の開催 年２回 

議案検討・確定、招集、開催、議事録作成 

６ 所管局への報告

調整 

（１）指定管理・委託事業 報告提出(月次、四半期、年度） 

（２）事業報告・決算書に基づく市会報告 

７ 共同広報の実施 （１）財団ホームページの管理 情報公開項目の更新等 

（２）メルマガ「よこはま歴史かわら版」配信 月1回および臨時号 

８ 情報システムの

管理 

（１）情報システム機器（ソフトウェア等を含む）の保守・管理 

（２）情報セキュリティに関する啓発・研修 

（３）財団内システムの更新 

９ 事業推進 （１）開港記念日の取組み 

   市立小学校の３年生から６年生全員に学校を通じてチラシを配

付し、中学校・高校特別支援学校には学級掲示用ポスターを配布
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した。歴博、開港、都発、ユ文ではワークショップを開催した。 

（２）システム更新に向けた取組み 

平成31年度４月の情報システムの更新に向け、財団初めての試

みであるプロポーザル方式により最適な業者を選定し、ビジネス

チャット等、新たなコミュニケーションツールを導入するなど、

効率的な組織運営を支えるためのシステム構築に取り組んだ。 

（３）オリンピック・パラリンピックへの取組み 

オリンピック・パラリンピックを契機に横浜を訪れる外国人観

光客へのおもてなしの一環として、横浜の人々の３万年の歴史を

英語でわかりやすく紹介する横浜市歴史博物館・遺跡公園のガイ

ドブック「Yokohama History Museum Guide」を歴博と共同で

刊行した。（H30横浜市多文化共生市民活動支援補助金交付事業 

助成額 919,977円） 

（４）教育委員会との連携 

   新採用教員が横浜の歴史を理解する一助として、新採用教員を

対象として全館無料パスポートを配布した。 

（５）財団内研究補助事業 

五味理事長から寄付された横浜文化賞報奨金を財源として、財

団に研究補助事業を立ち上げ、財団内部の公募に応募した団体の

うち、３団体に合計50万円を補助した。 

10 エデュケーター

事業 

（１）学校との連携 

 ① 学校団体見学や訪問授業についての広報活動 

② 授業づくりや歴史資料活用に関する相談支援 

③ 学校団体見学における下見の受入 

④ 各館における学校見学時の解説・ガイダンス実施 

⑤ 高校生・大学生の見学・研修への対応 

⑥ 学校への訪問授業及び講演会等の実施 

      実施校30校  対象児童3,576人 

（２）教育委員会・各種研究会との連携 

① 財団主催教員研修「吉田新田学習会」の企画・運営 

② 教育委員会主催「博物館活用研修会」の内容調整、運営 

③ 横浜市立学校教員の「授業づくり講座」への対応 

④ 各校種社会科研究会への協力 (「歴史ウォーク」の支援、授業

相談、研究発表会への協力など)  

⑤ 教員の横浜に関する歴史理解を促すための「横浜歴史ガイド～ 

横浜市域に遺る戦争の蹟～」を作成 

（３）文化庁助成事業への参画 

「よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業」において校内資料

室視察および活用検討会を随時開催 

（４）その他関係団体との連携 
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① 学校・地域コーディネーターフォーラムへの参加 

(博物館の資料活用による教育支援・訪問授業の企画) 

② 歴史博物館常設展示・遺跡公園ガイドボランティア養成研修へ

の支援 

 

 

事業別評価 

事業名称 実施概要 評価 

本部事業 協約目標の達成に向けて財団が一体となって

各事業を展開してきた。 

財団の財務状況については、事業支出の抑制

や人件費縮減の取り組みにより、一定の改善を

図ることができた。 

業務の調整、諸会議の運営、人事労務事務等

は適切に実施することができた。 

Ａ 

 

 

 

Ⅱ 指定管理事業 

 

１ 財団全体としての取組み及び事業  

30年度は、第３期指定管理３年目であることから、「５館一括 10年」の基盤づくり完成期と

位置づけ、事業を進めてきました。財団各館のこれまでの歴史と役割を十分に生かしつつ、そ

れぞれの施設の強みを生かし、柔軟な発想と多様性を生み出しながら、財団施設の一体的運営

を念頭に事業を実施しました。 

具体的には、昨年度に引き続き、「柔軟な発想と多様性を生み出す連携」と「活力ある、魅力

的な組織への取組」を特に意識すべき事項として、事業を展開しました。 

そうした中、各館の専門職が連携し、同じテーマに共同で取り組むなど、横断的な調査・研

究を行うとともに、アンケート調査やこれまでの企画展の振り返りを活用して、市民の皆様に

とって魅力的な企画･展示、あるいは講座・出版となるよう取り組みました。 

また、まちの賑わい創りと連動した取組みのほか、区や地域をはじめ多様な組織と連携した

多彩な取組み、各館による情報発信などを通して、歴史と博物館の魅力を伝えてきました。 

 

＜財団内における共同研究＞ 

研究テーマ 内容 中心となる施設 

戦中・戦後期の都市横

浜に関する連携研究 

戦争の時代から戦災復興を経て、高度経済成長への

至る昭和期横浜の歴史を多角的に明らかにする調査

開港資料館 

都市発展記念館 
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  研究を行った。今年度は８回の定例会を開催し、都発

ホームページで『広報よこはま』（昭和 38 年～44 年）

の記事見出し一覧の公開を開始した。 

市史資料室 

地図データベース作

成に関する調査研究 

各館が所蔵する地図資料を横断的に検索ができる

よう、資料の整理・目録化を行った。３施設の既存の

地図データを統合して母体となるデータベースを作

成し、都発ホームページで代表的な地図資料の高精細

画像データの公開を開始した。 

開港資料館 

都市発展記念館 

市史資料室 

中山家資料共同調査 都筑区川和町の旧家である中山恒三郎家資料につ

いて、当主から追加の現地調査を実施するとともに、

今後の資料活用について相談した。 

開港資料館 

歴史博物館 

都市発展記念館 

昭和期の横浜の都市

生活に関する調査研

究 

 昭和期の横浜の都市生活の具体的な様相を明らか

にすることを目的として、磯子区の時計店に勤務して

いた青年の日記（下平政煕日記）を分析した。今年度

は戦中期（昭和 15～19 年）をもとに、横浜の都市生

活の具体的様相を検討し、その成果を『横浜都市発展

記念館紀要』で報告した。 

歴史博物館 

都市発展記念館 

ユーラシア概念をめ

ぐる研究 

外部研究者の協力を得て、日本や東アジアを含むユ

ーラシア諸地域の文化交流について最新の研究成果

を共有した。各研究報告の内容は、ユーラシア文化館

紀要にて要旨を公開した。 

歴史博物館 

ユーラシア文化館 

銭湯を中心とする横

浜の公衆衛生に関す

る研究 

展覧会の開催に向けて両館で調査を進め、協議を経

て両館連係で「銭湯と横浜」展を開催した。 

歴史博物館 

開港資料館 

 

＜多様な連携＞ 

連携 連携先 中心となる施設 内 容 

区との連携 中区 開港資料館 

都市発展記念館 

中区広報に連載執筆 

磯子区 

 

三殿台考古館 区内の市民利用施設が企画するゴールデン

ウィーク企画に参加。「いそっぴゴールデン

ウィーク 2018 スタンプラリー」 

金沢区 

 

歴史博物館 

 

 

埋蔵文化財センター 

歴史協定による連携事業 

よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業

による活動の拡大 

金沢区制 70 周年事業に連携し、『金沢区の

重要遺跡』をテーマとした講座を開催 

港北区 歴史博物館 城郷小机地区センターの展示物作成・設置

業務 
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青葉区 歴史博物館 

総務課 

・区生涯学習講座、AOBA デジタル・アー

トミュージアムへのコンテンツ提供 

・小学校歴史資料室への援助と交流 

都筑区 全施設 

総務課 

区制 25 周年記念誌「図説都筑の歴史」刊行

協力 

栄区 埋蔵文化財センター 

総務課 

図書館事業への協力 

市との連携 市民局オリンピ

ック・パラリン

ピック推進課 

環境創造局みど

りアップ推進課 

開港資料館 旧館ホールでのパネル展示の企画・実施協

力 

教育委員会

との連携 

授業づくり講座 全施設 社会科、日本史、世界史、美術等の学習を豊

かにするための職員向け研修への協力 

アイカレッジ 全施設 横浜の歴史を学ぶ 

教員研修 全施設 横浜の歴史を学ぶ 

子どもアドベン

チャーへの協力 

開港資料館 

三殿台考古館 

埋蔵文化財センター 

教育委員会主催事業 ８月 16日実施 

高校教育 歴史博物館 

開港資料館 

都市発展記念館 

ユーラシア文化館 

グローバル人材の育成 

海外大学進学支援プログラム 

社会科研究

会（市・区） 

市研究会 

区研究会 

全施設 

 

教員研修 

 

学校連携 訪問授業 全施設 学芸員による訪問講座 

歴史マップ作成 歴史博物館 エデュケーターを中心とした資料作りおよ

び普及啓発 

学校の歴史資料

室の活用 

歴史博物館 博物館デビュー支援事業の継続 

（文化庁補助事業） 

職業体験受入れ 全施設 中学校２年生キャリア教育への協力 

中学校社会科作

品展 

歴史博物館 継続社会科研究の展示発表（常設展示室） 

県立高校との連

携 

歴史博物館 インターンシップの受け入れ 

県内高校社会科

クラブとの連携 

開港資料館 社会科クラブ（高文連）生徒への研修・指導 

地域交流クラブ

等への支援 

三殿台考古館 近隣小学校への支援 
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神奈川・西・中

区の小学校 

開港資料館 神奈川台場地域活性化推進協会と共同で

「神奈川台場物語」を執筆・監修し、神奈川

区、西区、中区の小学校６年生全員に配布 

大学連携 神奈川大学 歴史博物館 2020 年企画展の連携調査実施 

関東学院大学 ユーラシア文化館 関東学院大学の後援で記念講演会を実施 

東海大学 歴史博物館 

開港資料館 

2017年に開催した「明治維新 150年」シン

ポジウムの報告書を刊行 

東京藝術大学な

ど 

ユーラシア文化館 大学院の保存修復に関する学外授業に対応

して、資料熟覧・展示解説などを実施 

他館との連

携 

三重県立斎宮歴

史博物館 

歴史博物館 公開講座の共同開催 

早稲田大学會津

八一記念博物館 

ユーラシア文化館 企画展「博士の愛した中国陶磁」及び記念

講演会を共催 

市民団体と

の連携 

横浜郷土史団体

連絡協議会 

歴史博物館 

開港資料館 

協議会の事務局をつとめ研修や協働事業を

実施 

地域歴史散策 埋蔵文化財センター 栄地域史研究会と連携して、地域の遺跡や

由緒ある寺社を見学・散策 

展覧会 

ワークショップ 

都市発展記念館 

ユーラシア文化館 

活動支援ボランティアと連携して、企画展

開催時の土・日にワークショップを開催 

NPO 法人 結ぶ 歴史博物館 エントランスと講堂を会場とした、あった

か復興支援「わすれない３．１１ 応援しよう

都筑から」を共催 

地域参画 

地域連携 

NPO 法人 

都筑民家園管理

運営委員会 

歴史博物館 文化イベント（「都筑アート＆ヒストリー」）

の連携実施 

タウンセンター

活性化検討会 

歴史博物館 センター南・北の活性化企画や催しの実施 

駕牛会・印融法

印五百回忌法会

実行委員会 

歴史博物館 講堂を会場に講演会を実施 

日本大通り 

活性化委員会 

都市発展記念館 

ユーラシア文化館 

日本大通り周辺の事業所が連携し、活性化

企画や催しの実施 

山下公園通り会 

 

開港資料館 

都市発展記念館 

ユーラシア文化館 

山下公園通り周辺の事業所が連携し、横浜

セントラルタウン・フェスティバル Y159

などの実施。５月 26 日・27 日の Y159 の

２日間、３館は入館無料 

国際フェスタ 

参加 

ユーラシア文化館 「よこはま国際フェスタ」に参加し、イベ

ントブースを設置。 

民間事業者 富士ゼロックス 歴史博物館 ・企画展における最先端の展示手法の実験 
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連携 （株）都筑阪急 

朝日新聞横浜総局 

菜香（株） 

歴史博物館 

歴史博物館 

ユーラシア文化館 

・モザイクモール港北の観覧車に招待 

・企画展「神奈川の記憶」を共同主催 

・菜香新館（横浜中華街）での「清芳午餐

（せいほうランチ）」企画の実施 

学会との連

携 

地方史研究協議

会 

開港資料館 

歴史博物館 

都市発展記念館 

第 69 回地方史研究協議会大会を横浜市開

港記念会館で同協議会と共催で開催 

 

 

 

２ 歴史博物館事業   

調査研究事業は全てのテーマを予定通り実施し、各テーマは今後の企画展に活かされるなど、

広く市民に還元していきます。常設展示室の活性化は引き続き大きな課題となっています。本年

度は、常設展示室のガイドボランティア活動のより一層の充実をはかるとともに、多目的空間で

あるスタディサロンにおいてミニ展示や大小イベントを開催し、空間の魅力向上に努めました。 

企画普及事業は多様な事業を展開しました。企画展は６回開催しました。明治 150年を記念し

た展示を開港資料館と連携して実施したほか、寄木細工コレクションの展示では美術工芸の分野

を扱い当館の新境地となりました。また朝日新聞横浜総局と連携した新聞記事を題材にした企画

は、その新規性と新発見資料により話題を呼びました。古代の馬と牧の展示は長年の研究蓄積を

還元した企画で専門家から注目されました。各種講演会や講座は市民との協働企画を大幅に増や

し、市民感覚にあったラインナップとなりました。体験学習は当日参加型の「れきし工房」を体

験学習室で新たに開始し好評を得ました。 

本年度も外部諸団体との連携に力を入れました。とりわけ北部地域との関係を深める普及事業

を展開しました。「図説都筑の歴史」編さんへの協力や茅ヶ崎城に関するリーフレットの発行を通

し、地元に根付く博物館という姿勢を打ち出せたと考えます。 

市民協働では、ガイドボランティアに加え、活動支援ボランティアが活動の幅を広げました。

前出の「れきし工房」の運用もボランティアの活動抜きにはありえません。また博物館に集う関

連団体とも多彩な連携事業を展開しました。横浜さいかちの会と企画・実施した「さいかち中世

史講座」はその代表的な事業です。学校連携に関しては、アクティブラーニングを意識した「君

も今日から考古学者！」展をさらに充実させ、生涯学習機関としての幅を広げました。 

施設の管理運営面では、次年度に実施予定の大規模修繕の準備に追われました。また、文化庁

の新たな助成文化芸術振興費補助金「地域の美術館・歴史博物館クラスター形成支援事業」に応

募し、「よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業」として採択されました。一年目の本年度は地

域の「観光」を念頭におき、今後５年間を方向づける様々な活動を実施することができました。 

 

１ 資料収集保管事業（定款第４条第１項第１号①） 

  展示・教育・普及・閲覧公開等の博物館活動に活用する資料を、購入・寄贈・マイクロ撮影等

で収集し、分類・整理するとともに良好な状態で保管するため、資料の燻蒸を行いました。 
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（１）資料の収集・管理 

項  目 点  数 事 業 内 容 

資料の寄贈・寄託 寄贈 11件 6,226点 

寄託 1件 3点 

主な寄贈資料：百万塔、龍吐水、活字見本帳、掛軸など 

主な寄託資料：横浜明細全図 

実物資料の購入 3 件 94 点 主な収集資料：街頭紙芝居、東叡山文殊楼焼討之図など 

マイクロ撮影 2000コマ 製本 10冊 主な資料：金沢藩士萩原家文書 

資料の修繕・保存  上矢部富士山古墳出土埴輪復元・ 

資料の整理活用（収集

資料のデータ入力） 

 ２，６３８件 

 

図書文献資料のデータ入力を行った。 

資料の整理活用（収集

資料の貸出） 

 ３件 ５７点 他の博物館・資料館での企画展・特別展、および調査研

究のために本館所蔵資料の貸出を行った。 

図書資料の公開   ５，０８８件 図書閲覧室で、文献資料の公開及びレファレンスを行っ

た。 

写真資料の撮影・整理 撮影数 1,274カット 常設展示や企画展・特別展に関する資料及び収蔵資料の

撮影と整理を行った。 

画像資料の貸出 貸出件数 41 件 92点 他の博物館や公共機関、出版社などへの写真資料の貸出

を行った。 

 

（２）資料収集内訳（H30.4～H31.3） 

区  分 購入 複製 寄贈 寄託 合計 累計 

絵 画（点）  

（１９） 

 

（―） 

２ 

（―） 

 

（―） 

２ 

（１９） 

１，９７８ 

（１，９７６） 

工芸品（点）  

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

１３２ 

（１３２） 

彫 刻（点）  

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

２０ 

（２０） 

書 跡（点）  

（―） 

 

（―） 

１ 

（―） 

 

（―） 

１ 

（―） 

５４ 

（５３） 

典 籍（点） ４ 

（２） 

 

（―） 

４４ 

（―） 

 

（―） 

４８ 

（２） 

４，７０９ 

（４，６６１） 

古文書（点）  

（―） 

 

（―） 

２４４ 

（１３１） 

 

（―） 

 ２４４ 

（１３１） 

３２，１５２ 

（３１，９０８） 

古記録（点）  

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

５５ 

（５５） 

絵 図（点）  

（―） 

 

（―） 

 

（―） 

３ 

（―） 

３ 

（―） 

１７２ 

（１６９） 

歴史資料（点）  

（―） 

 

（―） 

１，９８８ 

（８） 

 

（―） 

１，９８８ 

（８） 

１８，８６５ 

（１６，８７７） 

考古資料（点）  

（―） 

 

（―） 

４，１１９ 

（５２５） 

 

（―） 

４，１１９ 

（５２５） 

２４，５３５ 

（２０，４１６） 

民俗資料（点） ９０ 

（１７１） 

 

（―） 

７ 

（３３６） 

 

（―） 

９７ 

（５０７） 

１３，２２２ 

（１３，１２５） 

図書文献資料
（点） 

１２５ 

（８１） 

 

（―） 

１，６０２ 

（２，３０５） 

 

（―） 

１，７２７ 

（２，２８６） 

７２，６８５ 

（７０，９５８） 

合  計 ２１９ 

（２７３） 

 

（―） 

８，００７ 

（３,２９７） 

３ 

（―） 

８，２２９ 

（３,５７０） 

１６８，５７９ 

(１６０，３５０） 

※（ ）内は、前年度点数 
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（３）図書閲覧室利用状況 

項   目 平成３０年 平成２９年 平成２８年 

閲 覧 室 利 用 者 数（人） ７，１９３ ７，４４９ ９，２８８ 

複 写 申 込 件 数（件） ５３６ ４７０ ５１０ 

複 写 枚 数（枚） ５，８８７ ４，５６０ ４，５３０ 

レ フ ァ レ ン ス 件 数（件） ７６２ ７３５ ６９０ 

 

（４）資料の保管 

    項   目        目的・意図 及び 内容・成果 

文化財害虫への対応 新規収蔵資料はすべて燻蒸を実施の上、収蔵庫に搬入したほか、収

蔵庫から出した資料は、資料の種別や利用場所等に応じて点検を行

い、必要のある資料は再度燻蒸して入庫する措置をとった。 

保存燻蒸処理 燻蒸庫を利用した二酸化炭素燻蒸を６月、７月、10月、12月、３月

の計５回行なった。 

環境検査 館の環境を把握するため、定期的に昆虫類モニタリング、菌類測定、

塵埃測定、光学的測定を行った。 

 

（５）資料保管施設の管理 

保管施設 保 管 資 料 

歴史博物館収蔵庫（1,901㎡） 原始・古代から近現代までの各資料を保管する考古収蔵庫・歴史収

蔵庫・特別収蔵庫・民俗収蔵庫の管理を行った。 

 

（６）川和町中山家の調査 

横浜市認定歴史的建造物に認定された横浜市都筑区川和町の「中山恒三郎家店蔵及び書院」を活用す

べく、現地に保存されている民俗資料や歴史博物館・開港資料館へ移動した同家の資料群について、よ

こはま地域文化遺産デビュー・活用事業との共催事業として整理を実施した。 

 

２ 調査研究事業（定款第４条第１項第１号①） 

  博物館活動の原資となる調査研究は、当館で行なう調査研究、他施設と連携して行なう連携調査研

究、次年度以降の企画展開催に向けた調査研究を設定し、実施しました。 

（１）基礎資料研究 

項   目 目的・意図 

基礎資料研究 

横浜市域貝塚の研究

（３／３年次） 

 縄文時代後期のイルカ漁についての論文「東京湾沿岸のイルカ漁」（『考古

学の地平Ⅱ』六一書房、2019 年 5 月刊行予定）を執筆した。これは 2015

年度の企画展「称名寺貝塚：土器とイルカと縄文人」から引き続き行ってき

た一連の調査研究の成果である。 

 弥生時代貝塚出土資料については整理作業の途中であるが、基本的な種

の同定は終了している。 
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横浜市内の後期旧石

器遺物の研究（３／３

年次） 

藤沢市内、境川の後期旧石器時代遺跡、右岸 4 遺跡、左岸 1 遺跡について

様相を概観した。いずれの遺跡も境川から最も近い台地縁辺に占地してお

り、境川左岸の遺跡の分布状態と大きく異なっているわけではないが、出

土遺物、遺構には大きな違いがあることをあらためて確認した。 

上矢部富士山古墳出

土埴輪の研究（３／３

年次） 

 本年度は埴輪の整理作業―注記・接合・復元作業および台帳作成を継続し

た。作業過程で、円筒埴輪の製作に複数の工人集団が関わっていた可能性

があるとわかった。朝日新聞文化財団の文化財保護助成を受ける本事業は、

同財団助成の３年目に当たる来年度に報告書をとりまとめて完了する予定

である。 

市域所在の中世資料

の調査（３／３年次） 

 昨年度に調査を実施した、岸家文書、関家文書についての調査を進めた。

新たに小机衆の沼上家について文書調査を行ったが、残念ながら中世文書

を見つけることはできなかった。また、雲松院文書を活用し、城郷地区セン

ターの展示替を行った。 

横浜市指定・登録民俗

文化財に関わる調査

研究（３／３年次） 

 本年度は都筑区池辺町薮根の廻り地蔵を対象とした。この廻り地蔵について

は、文化庁の補助金を得て、厨子と地蔵菩薩像の現状調査および修復を実施し

た。その結果、江戸期以来の像であることが推定された。 

テーマ研究 

横浜市域の牧の研究

（３／３年次） 

 古代武蔵・相模を中心とする関東近県の馬匹生産と馬の利用に関わる考古資

料や、中央政府の馬政に関する文献資料を調査し、企画展「横浜の野を駆ける

―古代東国の牧と馬－」において 3 年間の成果を公表し、展示図録を刊行した。 

幕末維新期の政局と

横浜の村々の研究（３

／３年次） 

昨年度に引き続き、横浜の地方文書（市場村添田家、綱島村池谷家などの個

人蔵のもの中心）の調査・分析を行い、並行して展示に向けて昨年度までの研

究をまとめる作業を進めた。これまで戊辰戦争との関係を論じられてこなかっ

た市域村々や武州金沢藩について、戦争とのかかわりを明らかにすることがで

き、成果を企画展「戊辰の横浜」および図録で公開した。 

近世後期の横浜市域

と「外圧」の研究（２

／２年次） 

横浜の外国人の存在がどのような影響を日本・横浜に及ぼしたのかとい

う問題について、戊辰戦争との関連も踏まえながら検討し、その成果を企

画展「戊辰の横浜」、同展図録「戊辰の横浜」、開港資料館紀要「慶応四年

佐賀藩の横浜駐屯」で報告した。 

学校内歴史資料室に

関する研究（３／３年

次） 

 本調査研究は、博物館デビュー支援事業実行委員会（会長 鈴木靖民）が文化

庁の補助を得て進めた博物館デビュー支援事業の後継事業である、よこはま地

域文化遺産デビュー・活用事業と相互に連携してすすめるものである。今年度

は京都市学校歴史博物館が刊行した『みんなで活かせる！学校資料 学校資料

活用ハンドブック』および地方史研究協議会編『学校資料の未来』へ寄稿し最

新の学校内歴史資料室に関する情報の発信をおこなった。 

市民協働調査研究 

土器の実験考古学的研

究（３／３年次） 

昨年度に引き続き「横浜縄文土器づくりの会」の協力を得て、大塚遺跡出

土の台付甕と甕の製作実験と焼成実験を実施した。台付甕の接合部分の検

討と覆い型野焼きの実績を蓄積することができた。 
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武州金沢藩目付日記の

研究（３／３年次） 

 横浜古文書を読む会とともに、武州金沢藩の目付日記（当館所蔵）の解

読・翻刻を行った。本年度は明治 2 年 1 月～11月の部分について作業を進

め、釈文・註を『横浜市歴史博物館紀要 VOL.23』に掲載した。所蔵資料の

公開は博物館の使命のひとつであるため、今後も引き続き解読・翻刻作業

を進めていきたい。 

市民協働民俗調査 

（３／３年次） 

 鶴見川支流にあたる恩田川をテーマとし、昨年度に引き続き「民俗に親し

む会」とともに、フィールドワークを行たった。 

 今年度は主に町田市域の恩田川上流域を歩いたほか、相模原市立博物館

の学芸員を招いての「相模野台地と多摩丘陵」をテーマにしたフィールド

ワークも実施し、地形や景観が異なる様相を確認できた。 

 

（２）連携調査研究 

 複数の時代・分野に関わるテーマについて、当財団が管理する諸施設との連携研究を実施した。 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

大塚遺跡の水田に関す

る研究（３／３年次） 

昨年度の成果を踏まえて、再度ボーリング予定箇所の精査を行った。候補

地点を確定させて平成 31年度初頭に実施予定である。 

 より広範なボーリング調査の実施に向けて「弥生時代集落密集地における

地下埋没水田遺構の探索」というテーマで 2019年度の科研費挑戦的研究（萌

芽）へ申請を行った。採択の可否は 2019年の夏ごろとなっている。 

ユーラシア概念をめぐ

る研究（３／５年） 

 ユーラシア文化館と連携し、共同研究会を実施。歴史博物館学芸員および外

部研究者の協力を得て、日本や東アジアを含むユーラシア諸地域の文化交流に

ついて最新の調査研究成果を共有した。各研究報告については、ユーラシア文

化館紀要にて要旨を公開した。 

昭和期の横浜の都市生

活に関する調査研究

（２／３年次） 

 昭和期の横浜の都市生活の具体的な様相を明らかにすることを目的とし

て、磯子区の時計店に勤務していた青年の日記（下平政煕日記）を分析した。

今年度は戦中期（昭和 15～19 年）横浜の都市生活の具体的様相を検討し、その

成果を『横浜都市発展記念館紀要』で報告した。 

 

（３）企画展関係にともなう調査研究：企画展・特別展の開催に向けての調査研究 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

「ムラに生きる人々」に関する 

調査研究 

３１年度以降に開催する予定の企画展の検討と、基礎的な資料の調

査を行った。 

「人と物の流れ」に関する 

調査研究 

３１年度以降に開催する予定の企画展の検討と、基礎的な資料の調

査を行った。 

「変わる横浜の形」に関する 

調査研究 

３１年度以降に開催する予定の企画展の検討と、基礎的な資料の調

査を行った。 

 

（４）資料の調査整理 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 
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資料の整理 資料収集活動や調査研究で収集した資料・データ等の整理を行っ

た。 

 

３ 常設展事業（定款第４条第１項第１号②） 

  常設展示室においては、展示ボランティアによ

る常設展示室の解説を充実させた。また、毎月最

終土曜日のラストサタデープログラム実施し、土

器パズルやスタンプ等を開催したほか、収蔵資料

などを公開する「ミニ展示」を実施し、会期中に

学芸員による解説を行った。  

  また展示資料・ジオラマ類・映像機器類の保守

点検を実施した。 

  このほか総務課が作成した英文の展示ガイドブ

ックの編集に協力した。 

 

（１）常設展示室での実施事業 

    項   目        目的・意図 及び 内容・成果 

常設展示ミニ展示の実施 

 

 

 

 

常設展示室で収蔵資料等を紹介するミニ展示を開催した。  

12/23（土）～5/9（水）「よみがえれ！ヨコハマのハニワたち」 

6/2（土）～7/16（水）「小机城の発掘調査」 

7/21（土）～9/2（日）「印融上人関係資料」 

9/22（土）～11/11（日）「横浜漆器 透き絵の世界」 

11/20（火）～3/31（日）「ちょっと昔を探してみよう」 

 

（２）常設展示室観覧者の推移（目標数 75,500人） 

 
有料観覧者（人） 無料観覧者

（人） 

合計 

（人） 
前年比 

開館 

日数 

1日平均 

入館者(人) 大人 高大 小中 計 

30 年度 10,334 1,348 6,148 17,830 50,524 68,354 96.2% 310日 220 

29 年度 11,038 1,684 6,447 19,169 51,877 71,046 102.0% 310日 229 

28 年度 10,592 1,484 7,320 19,396 50,242 69,638 100.7% 311日 223 

 

（３）展示解説ボランティア 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

展示解説ボランティア実施 ガイドボランティアによる常設展示室の解説を実施した。 

 

４ 企画普及事業（定款第４条第１項第１号②） 

  常設展示を補うテーマや、新たな調査研究の成果に基づく企画展示を開催しました。同時に、

市民に横浜の歴史をより身近で興味深く感じてもらえるように各種の体験学習や歴史講座等を

開催し、生涯学習活動を支援しました。 

ミニ展示「印融上人関係資料」 
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また、地域・学校や市民ボランティアと連携した事業や、施設や遺跡公園の有効活用と認知度・

顧客満足度を高めるための事業を実施しました。とりわけ、地元都筑の区役所や市民活動団体と

多彩な取り組みを実施し、いずれも好評を得ました。 

（１）企画展・特別展の実施 

企画展名/開催期間 観覧料 観覧者数 目的・意図 及び 内容・成果 

企画展「君も今日から

考古学者！－横浜発

掘物語 2018－」 

平成 30 年 4 月 7 日

（土）～7月 1 日（日） 

会期 74 日（開催日、

以下同じ） 

大人 

300円 

高大 

200円 

小中 

100円 

30,456人 

（目標数 

31,300

人）

１日あたり 

 411  人 

昨年度ほぼ固定化したパッケージ展示にアクティブラ

ーニングの要素を加えた。毎年 4～6月に社会科見学で

訪れる小学 6 年生を主なターゲットとして、考古学の

基礎と横浜の遺跡について、わかりやすく伝える展示

を目指した。展示資料は、基本的にすべて横浜市内から

出土した財団関連施設保管資料である。また埋蔵文化

財センターの「平成 30年度横浜の発掘調査成果速報展」

を同時開催した。 

関連事業  

遺跡を掘ろう（擬似発掘体験） 10 回 378人 

親子フロレク（展示解説）     ５回  68人  

企画展「戊辰の横浜 

名もなき民の慶応 4

年」 

平成 30 年 7 月 21 日

（土）～9 月 9 日（日）

会期 44 日 

大人 

500円 

高大 

200円 

小中 

100円 

5,974 人

（目標数

7,800 人） 

1 日あた

り 136人 

 明治 150 年をうけ、戊辰戦争時を中心に、横浜市域

の村々や藩で何が起こったのか、その実態を紹介した。

本展は調査研究の成果をもとに、新政府軍と村々、農兵

隊、上野戦争前後の旧幕府勢力と村々、などのトピック

を掲げ、戊辰戦争と横浜の村々との関係を明らかにし

た。なお本展は横浜開港資料館「戊辰の横浜 開港都市

の明治元年」との連携展示である。 

関連事業 

講演会 １回 185 人  

講座 ３回 261 人   

フロアレクチャー ４回 205 人 

企画展「寄木細工 Art 

& History−金子皓彦

コレクションを中心

に−」 

平成 30 年 9 月 22 日

（土）～11 月 11 日

（日） 

会期 44日 

 

大人 

600円 

高大 

300円 

小中 

100円 

5,563 人 

（目標数 

5,800 人） 

１日あた

り 126人 

 神奈川県の工芸品として親しまれている寄木細工に

ついて、金子皓彦コレクションを中心に、工芸的な視点

のほか、歴史的、民俗的な視点を交えて紹介した。 

 展示は、寄木細工の種類と文様、寄木細工の始まりと

展開、寄木細工の製作技術、寄木細工美の世界などから

構成し、寄木細工の魅力を多角的に紹介する内容とな

った。 

関連事業 

講演会 １回 61人 

ワークショップ（見てみよう、寄木細工つくり） 

２回 80 人 

フロアレクチャー 2 回 139 人 

企画展「神奈川の記 大人 6,785 人 朝日新聞神奈川版の連載「神奈川の記憶」は、神奈川
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憶―歴史を見つめる

新聞記者の視点―」 

平成 30 年 11 月 23

日（金祝）～平成 31年

1 月 14日（月祝） 

会期 39日  

400円 

高大 

200円 

小中 

100円 

 

 

 

 

（目標数 

5,300

人） 

 

１日あた

り 174人 

県の身近な歴史や文化を発掘し、その内容や意義を新

聞記者の視点から提示してきた記事。本展では、その中

から 20話ほどを選び、記事で紹介された資料とともに

展示した新聞媒体と博物館展示のコラボレーション。 

関連事業 

展示資料緊急報告会 １回 58人 

ミニシンポジウム 2回 159 人 

講座 2回 131人 

フロアレクチャー 3回 160 人 

企画展「平成 30 年度

横浜市指定・登録文化

財展」 

平成 30 年 11 月 23

日（金祝）～平成 31年

1 月 14日（月祝） 

会期 39日 

大人 

400円 

高大 

200円 

小中 

100円 

 

「神奈川

の記憶」

展と同時

開催 

 

 

平成 30年度に横浜市が指定した文化財、また重文と

なった文化財を全て紹介したほか、過去に市指定とな

った有形・無形民俗文化財を５件も展示した。 

関連行事  

講座 1回 15 人  

フロアレクチャー 3回 81 人 

紙芝居実演 12 回 285人 

企画展「横浜の野を駆

ける―古代東国の馬

と牧―」 

平成 31 年 1 月 30 日 

(水) ～3月 21日 (木

祝) 

会期 44日 

大人 

600円 

高大 

300円 

小中 

100円 

 

13,389人 

（目標数 

16,800

人) 

 

１日あたり 

304人 

 

横浜市域を含む武蔵国には 6 箇所の勅旨牧が置か

れ、そのうち 2 箇所は鶴見川流域にあったとみる説が

有力であるが、本展では古代の有力な馬産地の一つで

あった武蔵国を中心とする南関東の馬生産や交通の様

相について、重要文化財を含む馬具などの考古資料や

絵画資料、古典籍をまじえて紹介した。 

関連事業 

講演会 1回 258 人 

シンポジウム 1回 140人 

講座 3回 145人 

フロアレクチャー ３回 132人 

特別企画（ポニーと触れあおう！） 75 人 

 

（２）企画展示室観覧者の推移 

 有料観覧者（人） 無料観覧者

（人） 

合計 

（人） 

前年比 開催 

日数 

1日平均 

入館者(人) 大人 高大 小中 計 

30 年度 8,620 845 4,034 13,559 48,608 62,167 92.8% 248日 251 

29 年度 9,120 962 4,433 14,515 53,184 67,699 100.4% 245日 276 

28 年度 5,195 455 4,376 10,026 57,386 67,412 108.8% 240日 280 

 

（３）フリースペースでの展示 

名称/開催日 観覧者数 事 業 内 容 

ミニ展示「サメ歯製漁

具」（廊下） 

1/30（火）～7/1（日） 

26,101 人 テレビ番組で紹介されたサメ歯製漁具を展示。試みに赤外線

センサーで観覧者数を計った。 

特別展「畠山重忠」講演会 
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写真展「セン北☆街の

うつりかわり」（エント

ランス～2Fスロープ） 

3/11（日）～6/3（日） 

 当館の写真担当学芸員が撮影したセンター北の定点観測写真 

（公財）かながわ考古

学財団「平成 30年度

発掘調査成果速報展示

会」（廊下） 

7/3（火）～7/8（日） 

 同財団の前年度（平成 29）発掘成果を中心とする速報展。県

下での大発見となった中空土偶が初公開された。 

横浜縄文土器づくりの

会「作品展」（廊下） 

12/16（日）～2/3(日) 

  

 

同会会員の作品展。会期中の土日には会員による展示解説を

行い、感謝デー両日（2/2・3）には土器作成のワークショップ

を実施。 

公開講座「斎宮跡と古

代官」関連ミニミニ展

示（廊下） 

2/5（火）～2/24（日） 

 三重県立斎宮歴史博物館との連携公開講座の関連企画とし

て、重要文化財羊形硯・鳥形硯のレプリカと、国史跡斎宮跡解

説パネルを展示。 

ミニ展示「沖縄に行っ

てきました！」（廊下） 

2/9（土）～3/7(木) 

 沖縄県立博物館・美術館で開催された「縄文と沖縄展」へ

の貸出資料を中心とした里帰り展。 

「わたしたちの作った

縄文土器展」（廊下） 

3/27（水）～3/31(日) 

 縄文土器作り講座受講生の作品展。モデルとなった実物土器

とともに展示。 

 

 

（４）歴史講座等の開催 

講座名称/開催日 参加者数 事 業 内 容 

印融法印 500 回忌記念

講演会 7/21（土） 

 93人 印融法印 500 回忌を記念して駕牛会・印融法印五百回忌法会

実行委員会ともに「印融―その生涯と学問―」と題して講演会

を行った。 

講師：相澤雅雄氏（郷土史家）「印融法印ゆかりの地・横浜市

緑区の遺跡をめぐる」 

   西岡芳文氏（上智大学特任教授）「中世の横浜と印融法

印の周辺」 

 会場：歴史博物館 講堂 参加料無料 

郷土講演会（「図説 都

筑の歴史」刊行プレイ

ベント） 

9/29（土）、2/23（土） 

 

9/29（土）143人

2/23（土）178人 

 

都筑図書館・都筑区役所と連携して「図説 都筑の歴史」刊行

プレイベントの講演会を行った。 

9/29（土） 

講師：相澤雅雄氏（郷土史家）「明治維新以後の都筑」 

2/23（土） 

講師：室田昌子氏（東京都市大学教授）「港北ニュータウンの

成り立ちから見た現在」 

会場：歴史博物館 講堂 参加料無料 

特別展「畠山重忠」講演会 



 17 

古文書解読教室 

初めての古文書 

11/2(金) 

～12/21(金) 

毎金曜 ８回連続 

各回 

27 人 
 

合計 

216人 

初心者を対象に江戸時代の古文書を教材として解読の初歩を

学ぶ講座を行った。 

講師：当館小林・石﨑 

会場：歴史博物館 研修室 

参加料：５，０００円 

開館 24周年記念 

特別講演会 

2/11（月祝） 

258人 開館２４周年を記念して「どうして馬は倭国へやって来たの

か」と題し講演会を行った。 

 講師：白石太一郎氏（国立歴史民俗博物館名誉教授） 

 会場：歴史博物館 講堂・研修室 

実験考古学講座 

「縄文土器づくり」 

2/9(土) 

 ～3/24(日)全５回 

 申込 20 人 

合計 100 人 

 実験考古学的な視点から港北ニュータウン出土の縄文土器

をモデルにした土器づくり講座を行った。実技は横浜縄文土

器づくりの会が指導した。 

 作品展示前出 

会場：工房・遺跡公園体験広場 

参加料：５，０００円 

銅鏡チョコを作ろう 

2/11（月祝） 

縄文ドッキーを作ろう 

3/10（日） 

AM4人 PM4人 

 

AM7人 PM6人 

横浜の歴史に親しみ、遺物の制作方法や考古学の研究手法に

ついておいしく学べるお菓子作りワークショップとして開催

した。チョコは日吉矢上古墳出土だ龍鏡、ドッキーは市内出土

縄文土器をモデルとし、当館学芸員が講師を担当した。 

講師派遣  各区や地域の郷土史団体等が主催する講座・講演会へ学芸員

を派遣した。 

6/16（土）・7/1（日）・7/8（日）「北海道・北東北の縄文遺

跡群」世界遺産登録啓蒙イベント」高橋 青森県世界文化

遺産登録推進室 

7/11（火）「古代東国の馬と牧―勅使牧の成立を中心に―」

柳沼 青葉区郷土史の会 

7/14（金）「中世・庶民信仰と経済 寺院の賽銭」阿諏訪 青

葉区郷土史の会 

9/14（金）「地誌に見る青葉のあゆみ歴史探訪 PARTⅢ」小林 

青葉区郷土史の会 

9/19（水）「考古学から見たアイヌ文化」高橋 かながわ考

古学同好会 

10/7（日）「縄文の森秋祭り」高橋 西東京市教育委員会 

10/7（日）「古文書講座」小林 神奈川県立公文書館 

11/4（日）「幕末、横浜の歴史」小林 本郷ふじやま公園 

11/5（月）「戊辰の横浜 村々の慶応 4 年」小林 横浜商

科大学・野毛地区センター 

11/14（水）「大山信仰と富士山信仰」小林 都筑区地域振

興課 
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11/20（火）「職業講話」小林 横浜市立高田中学校 

12/11（火）「神奈川の浦島伝説」阿諏訪 横浜市立大学 

12/15（土）「縄文と沖縄関連イベント」高橋 沖縄県立博

物館・美術館 

2/23（土）「海の貝をめぐる三浦のいにしえ」高橋 三浦

市白石洞穴学術調査団 

 

（５）体験学習の実施 

会場/開催日 参加者数 参加料 事 業 内 容 

体験コーナー 

4 月～6月 

 無料 小学校団体が多い４～６月にかけて、体験学習室

で火起こし疑似体験できるコーナーを設置し、活

動支援ボランティアによるミニ体験を実施した。 

当日参加型れきし工房  

 

各プログラム

で異なる 

本年 7 月 25 日より、博物館 1 階のミュージア

ムで販売しているオリジナルのものづくりキッ

トを購入すれば、体験学習室において活動支援ボ

ランティアのサポートを受けながら、ものづくり

の体験ができるようあらたに「当日参加型れきし

工房」をスタートした。 

期間：平成 30年 7月 25日～平成 31年 3月 31日 

・小田原提灯              45 人 

・まゆ細工               76 人 

・まが玉 青田石             84 人 

・まが玉 かっ石            642 人 

・あじろ網 小物入れ         122 人 

・あじろ網 ポシェット        65 人 

・あじろ網 トートバッグ       9 人 

体験者合計 1043人 

事前申込れきし工房 

（年度通算７日 12 回） 

168人 各プログラム

で異なる 

小学生から大人までを対象に、楽しみながら歴史

に触れるワークショップを開催した。 

4/21(日） 土偶作り 29人 

8/3（金） 万祝染  18人 

8/4（土） 万祝染  18人 

12/15（土）和凧   21人 

2/16（土） 小さな縄文土器 28人 

3/2(土)  和紙（紙漉き）  36人 

3/3（日）  和綴手帳     18 人 

竪穴住居に泊まろう 

 

7 家族 

22 人 

 

大人 2000円 

子供 1000円 

小学生を含む家族を対象に竪穴住居に宿泊する

体験教室。火起こし・竪穴住居での食事・夜の遺

跡見学・宿泊を実施した。7/15・16(日・月祝)   
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出張ワークショップ 60 人    500円 都筑地区センターの事業に共催し、勾玉作りのワ

ークショップを同センターで実施した。10/28

（日） 

体験広場野焼き  無料 横浜縄文土器づくりの会と協働で、体験学習や会

の事業として制作した土器等の野焼きを行い、市

民に公開した。 

5/5（土祝）、10/20（土）、3/23（土） 

 

（６）集客イベント等 

項  目 開催日 参加者数 事 業 内 容 

都筑阪急 

モザイクモール観

覧車優待 

半額優待 

4/7～7/1、2/2‣3  

全額優待 

6/23‣24‣30、11/3 

半額優待

79 件 

全額優待

178件 

都筑阪急とタイアップし、入館券の半券ないし特

別チケットでモザイクモール観覧車を半額もし

くは全額優待。企画展・横浜発掘物語2018、秋の

サンクスデー・博物館感謝デー  

開港記念日 6/2（土） 1,453 人 開港記念日を祝し、全館無料で公開したほか、

スポーツ土器パズル・冨士ゼロックスと連携し

たレキコラや学芸員による開港期のフロアレ

クチャーを行った。 

チボリ兄弟舎紙芝

居 

8/18(土)・19（日） 173人 街頭文化祭と題し、夏季集客事業の一環として、

紙芝居の普及を目的に実施した。 

街頭紙芝居フェス

タ 

8/4(土)・5（日）・

11(土)・12（日）・26

（日） 

342人 街頭紙芝居フェスタと題し、夏季集客事業の一環

として、横浜市指定有形民俗文化財の街頭紙芝居

（複製）の実演を行った。 

遺跡フェスタ―古

代・江戸・現代を融

合するそれぞれの

時代― 

11/17（土） 

 

3,200 人 <よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業> 

遺跡公園の総合イベントとして、大塚遺跡は古

代、民家園は江戸時代、芝生広場は現代を意識し、

公園全体で一日楽しめる様々な企画を実施。 

博物館感謝デー 2/2・3(土・日) 5,053 人 

 

常設展示室・企画展示室を無料開放。グランバル

ーン、Syan、紙芝居、スポーツ土器パズル、ショ

ップセール、れきし工房（勾玉）等を実施した。 

ラストサタデ―プ

ログラム 

毎月最終土曜日 

（11回） 

※台風のため 7/28

は中止 

 学芸員による「学芸員トーク」、土器パズル、スタ

ンプのほか、4,5,6 月には正面玄関にて火起こし

体験を実施した。3月にはブックカフェ（移動図

書館）が来館した。 

おもしろいぞ！紙

芝居 

毎月最終土曜日 

（11回） 

※台風のため 7/28

は中止 

788人 ラストサタデープログラムに併せ、当館が管理し

ている横浜市指定有形民俗文化財の街頭紙芝居

を活用し、複製の実演を行った。 
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遺跡フェスタ                      ブックカフェ 

 

（７）地域や多様な組織との連携（共催事業、協力事業、協賛事業、後援事業等） 

項  目 開催日 参加者数 事 業 内 容 

シェア・ツヅキ 4/28（土）〜

1/31(木) 

 タウンセンター地区活性化検討会が実施した

インスタグラムを活用したプログラムに参加・

協力した。 

バクの流域ワンダーラ

ンド・学習スタンプラリ

ー（協力） 

4/28（土）〜

10/31(水) 

 鶴見川流域ネットワーキングが主催する、鶴見川

流域水マスタープランの普及を目的とした「バク

の流域ワンダーランド・学習スタンプラリー」に

ついて、スタンプ拠点として協力した。 

主催：鶴見川流域ネットワーキング 

民俗学講演会（共催） 5/20(日) 80 人 相模民俗学会に共催し、堀内眞氏（山梨県立富士

山世界遺産センター）を講師に迎えて「神奈川県

の富士信仰」と題した民俗学講演会を開催した。 

主催：相模民俗学会 

かながわ考古学財団発

掘成果発表展示（共催）   

7/3（火）〜7/8

（日） 

 博物館 2 階廊下を利用して、神奈川県内の発掘成

果発表展示をかながわ考古学財団と共催して開

催した。 

主催：かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団発

掘成果発表会（共催） 

7/7（土） 165人 発掘成果発表展示の会期中にかながわ考古学財

団と共催して開催した。 

主催：かながわ考古学財団 

首都圏形成史研究会講

演会（共催） 

12/1（土） 56 人 首都圏形成史研究会と「首都西郊と軍事空間」を

テーマに講演会を開催した。 

講師：吉田律人氏（横浜開港資料館） 

「大山街道の軍事化と地域社会」 

   羽田博昭氏（横浜市史資料室） 

「横浜と神奈川県県中部の日本軍施設」 

主催：首都圏形成史研究会 

お城ＥＸＰＯ出張展示・ 12/22（土）～  小机城を始めとする横浜中世城郭の写真パネル
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出張ワークショップ（協

力） 

24（月祝） 

 

展とワークショップを開催した。 

主催：パシフィコ横浜 

つづきアート＆ミュー

ジック・ネクスト（共催） 

2/17（日） 158人 <よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業> 

障がいのある方が「かさなる光 かさなる想い」

をテーマに作品公開や様々なパフォーマンス（当

館講堂）を行った。 

主催：よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業

実行委員会 

あったか復興支援「わす

れない３・１１応援しよ

う都筑から」（共催） 

3/9(土) 232人 エントランス（126 人）と講堂（106 人）を会場

に、少年少女の合唱や被災地からの報告会を行っ

た。主催：NPO法人結ぶ 

富士ゼロックス（株）と

歴史文化普及啓発に関

する協定締結 

  昨年富士ゼロックス（株）と歴史文化普及啓発に

関する協定を締結したが、今年度も企画展におけ

る３D 見学などを実施した。 

都筑区史への連携・協

力 

  平成 31年に刊行予定の「図説 都筑の歴史」の

編纂事業に財団の他施設と共に協力した。 

「むかし体験」訪問歴

史授業の実施 

  金沢区から委託を受け、金沢区内の小学校に保

存されている民俗資料を活用した訪問授業事

業を実施した。 

青葉アートカンファレ

ンス（協力） 

  「ＡＯＢＡデジタル・アートミュージアム」の運用の

ためコンテンツを提供した。主催：青葉区 

 

（８）エントランスホールコンサート等の実施 

   当館の認知度を高め、新規来館者の開拓を図るため、よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業

の一環としてエントランスホールを会場としてコンサート等を開催した。 

事業名/開催日 事 業 実 績 等 

「カジュアルクラシックコンサー

トin歴博」 9/22(土) 

<よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業> 

演奏者：高橋よしの（チェロ）、太田恵（ピアノ） 

来場者数：183人 

「クリスマスジャズライブin歴博

」 12/16（日） 

<よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業> 

演奏者：吉田章紘（サックス）、津嘉山梢（ピアノ）他 

来場者数：75人 

「Vamos！フラメンコin歴博」 

 2/23（土） 

<よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業> 

出演者・演奏者：ダニエル・リコ（カンテ）、長谷川暖（ギター）他 

来場者数：154人 

 

（９）ボランティアの活動支援 

項   目 事 業 内 容 

展示解説ボランティア ・市民ボランティアにより、小中学校団体、及び一般来館者へ、常
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設展示室、大塚・歳勝土遺跡公園、旧長沢家住宅の無料解説ガイド

を行った。 

当事業は、ガイド研修を通じて登録者の歴史学・考古学に関する自

己学習・生涯学習の支援を兼ねている。 

① ガイド登録者数：８９人 

②登録期間    ２年間（但し、希望者は延長更新可） 

③基本ガイド時間 小学校団体 45 分間 

        一 般   60分間 

         常設展   見学者の要望に応じて実施 

               小 4向吉田新田ガイド 

④特別ガイド 6/2 開港記念日定時ガイド 

       2/2・3 感謝デー定時ガイド 

活動支援ボランティア ・学校団体来館時の対応や、ラストサタデープログラム、その他の

集客イベントなどの事業を支援してもらうことを目的とした、活動

支援ボランティアを実施した。 

①登録者数：54 人 

②活動実績  

・４～６月学校団体対応火起こし疑似体験のべ 522人 

・４、５、６月(火起こし体験３日間)  28 人 

・ラストサタデープログラム体験イベント（スポーツ土器パズル） 

毎月実施（7 月は台風のため中止））85 人 

・開港記念日ワークショップ(土器パズル・レキコラ) 6人 

・土器圧痕調査 36 人 

・わんぱくホリデーまが玉 7 人 

・都筑区民まつり（浮世絵スタンプ・土器パズル）13人 

・はまりんフェスタ 2 人 

・遺跡フェスタ 9人 

・お城 Expo（網代編み）7人 

・感謝デー2/2（土）13人 

・感謝デー2/3（日）11人 

・センター北まつり 15人 

（その他、研修や都市発展記念館・ユーラシア文化館での活動有り） 

展示解説ボランティア研修の実施 館外研修会・研修講座等を開催した。 

 

展示解説ボランティア活動実績 

項     目 

平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

遺跡 常設 遺跡 常設 遺跡 常設 

活

動

ガ イ ド 実 施 日 数（日） 301 305 309 306 309 306 

解 説 回 数 （回） 1,105 678 1,183 830 1,091 572 
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実

績 

１日平均解説回数 （回） 3.54 2.21 3.75 2.71 3.53 1.87 

参 加 者 数（人） 23,155 2,120 23,766 2,525 23,019 1,747 

団 体 対 応（件） 272 22 270 25 275 16 

団 体 の う ち 学 校 数（校） 220 － 209 － 218 － 

 

（10）学校連携事業の実施 

   「吉田新田」、「三ッ沢貝塚」についての小学校への出前授業と、常設展示室で吉田新田の説明を

行いました。また、教職員を対象とした吉田新田の学習会を行いました。 

   事業名／開催日          事 業 内 容 等 

臨時開館 学校団体の来館が多い４・５月の月曜日に臨時開館し（４日間）、混

雑緩和と積極的な学校団体誘致を図った。 

吉田新田訪問授業 

１２校 1,101人  

      

矢上小 92人、川上北小 140 人、日限山小 78人 

大口台小 58人、永野小 86 人、すすき野小 28人 

都田西小 194人、下田小 137 人、永田小 96人、中丸小 82人 

大正小 35人、谷本小 75 人 

文化庁補助金に関連した 

学校資料室への訪問授業等 

５校 482人 

万騎が原小 66 人、都田小 98人、都田西小 177 人 

山下小 80人（於川和小）、東汲沢小 61 人 

常設展示室 吉田新田説明 

６校 497人 

荏子田小 78人、嶮山小 57人、横浜三育小 20人 

中川小 135人、岡津小 113人、牛久保小 94人 

三ッ沢貝塚関連 出張授業 

   １校  138 人 

三ッ沢小   138 人 

土器づくり指導 十日市場小 25 人（1/17・1/30・3/7） 

教職員対象の吉田新田学習会 授業での学習ポイントを説明 8/3（金） 

神奈川県高等学校文化連盟（高文 

連）第２４回社会科研究発表会 

11/11 当館の講堂・研修室において「社会科系クラブ集まれ！」と

のキャッチコピーで発表大会を開催した。 

中学校社会科教育研究会作品展 横浜市立中学生の社会科の研究成果を発表する「中学校社会科教育研

究会作品展」を常設展示室で開催した。 12/15（土）～1/6（日） 

併せて、中学校社会科研究発表会を展示初日 12/15（土）に開催した。 

学校団体の博物館見学申込シス

テムの運用と開発 

６学年の校外事業に伴う見学、3、4 年生の団体見学・訪問授業に対応

した申込システムを運用した。 

                    

 

 

 

 

 

 

３年生の民家園見学                  神奈川県高等学校総合文化祭 
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（11）市民諸団体との協働事業 

   当館では市民と共に歩む博物館を目指して、博物館に集う市民諸団体と博物館のあり方を検討しつ

つ、協働事業を実施しました。当館主催の講座ＯＢ会である「横浜古文書を読む会」、「横浜縄文土器

作りの会」、「横浜古代史料を読む会」、ガイドボランテイアのＯＢ会である「横浜さいかちの会」の４

団体は、博物館と連携して定期的な活動を行っています。定期的な活動以外には、一般公募の講演会・

講座の共同開催なども実施しています。また、博物館の支援、博物館との協働を目的に結成された「横

浜歴博もりあげ隊）」は、その活動の幅を広げていました。 

項   目 事 業 内 容 

「横浜古文書を読む会」との協働 毎月 2回の講座の開催と、有志による「下読み会」の実施 

・「下読み会」の成果は『博物館紀要』の資料紹介として公開 

・講演会の実施 

夏季特別講演会 8/31（金） 当館講堂 

講師：福留真紀氏（東京工業大学准教授）「将軍側近水野忠友とそ

の時代」 参加者 152人 

「横浜古代史料を読む会」との協働 月 1回の『続日本紀』講読講座の開催 

・講演会の実施 

10/13（土） 当館講堂 

講師：荒井秀規氏（藤沢市役所郷土歴史課学芸員）「高麗若光と坂

上石楯―史実と伝承の世界―」 参加者 125人 

「横浜縄文土器作りの会」との 

協働 

・実験考古学講座「縄文土器づくり」全５回の技術指導を実施 

・横浜縄文土器づくりの会作品展（12/16〜2/3）を開催 

・私たちがつくった縄文土器展を開催 

「横浜さいかちの会」との協働 ・「日本書紀」を読む講座の開催 

・ガイドボランティア研修（座学・フィールドワーク）の連携実施 

・講演会の実施 

5/26（土） 当館研修室 

講師：井上攻（当館副館長）「村絵図が語る江戸時代」  

参加者 ４０人 

・講座の実施 

さいかち中世史講座（全 5回） 当館講堂 

10/27「室町幕府における曽我氏とその動向」講師：木下聡氏 

11/10「戦国期の寺社参詣」講師：阿諏訪青美（当館学芸員） 

11/17「17世紀の浦賀貿易」講師：小川雄氏 

11/18「織田権力の関東仕置」柴裕之氏 

11/24「高野山信仰」丸島和洋氏 

参加者 合計 363人 

「横浜歴博もりあげ隊」との協働 ・開港記念日におけるワークショップの協力 

・あじろ編みワークショップの実施（夏期 2回） 
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・感謝デーでのクイズラリー、あじろ編みワークショップの実施 

・講演会の実施 

7/8（日） 当館講堂・研修室 

講師：鈴木靖民氏（当館館長）「シルクロードと古代の日本」  

参加者 220人 

12/8（日） 当館講堂 

講師：仁藤智子（国士舘大学准教授）「転換期の皇位継承」 

参加者 155 名 

 

（12）学校団体利用の推移 

 項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

学 校 数（校） ３６１ ３６２ ３６４ 

うち小・中学校利用数 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

学校数（校） ３３０ ３３１ ３４７ 

児童・生徒数（人） ２８，６０３ ２８，８５５ ３０，９６６ 

 

（13）実習・研修の受け入れ 

項   目 事 業 内 容 

博物館館務実習などの受け入れ 博物館学芸員資格の取得を目指す「博物館実習」受講生を受け入れ、

指導を行った。 

 9名 9日間（６〜１１月） 

社会研修の受け入れ  生徒・学生・社会人の職場体験・研修等を受け入れた。（延人数） 

大学生 

 社会体験実習（学習院大学） 3名  6/2、7/15、8/4 

 インターンシップ（フェリス女学院大学）1 名 10日間 

高校生 

 県立高校インターンシップ 5 名 8/1（水）〜8/4（土） 

中学生職場体験  

玉川学園中学部（町田市）2 名（のべ 4 名）7/26・27（木・金）

日吉台中学校（港北区）4名（のべ 8 名）7/4・5（水・木）、みたけ

台中学校（青葉区）4 名（のべ 8名）11/8・9（木・金）、川和中学

校（都筑区）3 名（のべ 6名）9/12・13（水・木）、菅田中学校（神

奈川区）2名（のべ 4名）9/20・21（木・金）、橫浜国立大学附属中

学校（磯子区）4名（のべ 8 名）10/4・5（木・金）、森村学園中等

部（緑区）3名（のべ 6 名）12/14・15（金・土）、すすき野中学校

（青葉区）2名（のべ 4名）11/27・28（火・水）、矢向中学校（鶴

見区）2名（のべ 4 名）12/6・7（木・金） 
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（14）広報広聴 

項   目 事 業 内 容 

広報 市営地下鉄 5 駅構内の広報案内看板による広報 

博物館近隣の広報案内看板による広報 

インターネットによる広報 

都筑区民まつり・センター北まつりへの出店参加による広報 

ソーシャルメディアネットワークによる情報発信 

全国博物館施設、市内公共施設、学校に向けた広報 

マスコミ各社への情報提供 

センター北駅１番出口広告掲示板（８ヶ所）による広報 

市広報誌による広報 

新聞各社への有料広告掲出 

地域文化財情報の発信 ・バクの流域ワンダーランド・学習スタンプラリー※ 

・かながわ考古学財団発掘成果発表展示・発表会※ 

・都筑・遺跡公園・民家園アート月間【詳細は（７）参照】 

・関家住宅の公開、関連マップの作成  

・かやぶきプロジェクトの実施 

市民ニーズの把握 企画展など当館が企画した行事でアンケートを実施した。 

催事申込システムの運用 ワークショップ「れきし工房」や各種講座・講演会、ガイドボ

ランティアの募集等にインターネットを利用した催事申込シス

テムを運用した。 

 

（15）出版 

項   目 事 業 内 容 

リーフレット類作成 歴史博物館案内パンフレット 

歴史博物館案内児童用パンフレット 

歴史博物館催し物案内（年２回） 

通史展示解説シート 

大塚歳勝土遺跡公園パンフレット 

出版物発行 横浜市歴史博物館ニュース№45      ８，０００部作成 

№46      ８，０００部作成 

横浜市歴史博物館資料目録 第 27集      ７００部作成 

横浜市歴史博物館紀要 第 23号        ８００部作成 

横浜市歴史博物館調査研究報告 第 15号   ７００部作成 

 

５ よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業 

公開承認施設である当館を中核館として、「よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業実行委員

会」を組織し、文化庁からの補助金を受け、以下の事業を実施した。 

項   目 事 業 内 容 



 27 

①地域文化遺産交流拠点事業  新たな地域文化遺産交流拠点として以下の整備を行った（継続中

も含む） 

・国指定重要文化財建造物関家住宅・横浜市認定歴史的建造物中山

恒三郎家店蔵・富岡小学校郷土資料室・中和田小学校郷土資料室・

日下小学校郷土資料館・東汲沢小学校郷土資料室・永田小学校永田

村すけごうルーム、お城 EXPO「横浜の中世城郭」ブース・横浜市城

郷地区センター展示コーナーのプロデュース。 

②観光拠点化事業 中核館および大塚・歳勝土遺跡公園や都筑民家園を舞台としたユニ

ークベニューイベント「日本を知ろう」として・菊節句・お月見ラ

イブ・乙女文楽、クラシック・ジャズ・フラメンコの各コンサート

を開催。オリパラを見据えたプロスポーツチームと協働したパブリ

ックビューイングの開催。マルシェ・中学生アート・個別支援級支

援・文化交流シンポジウムの開催等を通じたイベント企画・運営団

体の育成。以上を予定通り実施した。 

③普及啓発事業 「寄木細工」に関する個人コレクションを活用した展覧会の開催お

よびリユースデジタル機器類を活用した AR 実験等を予定通り実施

した。 

④広報・情報発信事業 平成 30年度は事業実施を見送りのため、平成 31年度以降の実施に

向けた打合せ等のみ実施した。 

総括  平成 30年度の本事業においては、定量的な成果としては上の事

業実績の通り、地域文化遺産交流拠点やそれに付随する文化遺産

の整備をおこなったこと、数々のイベントを通じた新たな集客を

実施できたことがあげられる。 

加えて本事業が目的とする文化遺産にかかわる人材・団体の育

成面においても新たに２団体の旗揚げを支援し、事業イメージ図

に示した面的な広がりとしても歴史・文化・アート・学校・公共

機関といった当初計画した団体以外にも、あらたにプロスポーツ

チームとの「つながり」を構築することができた。「素晴らしい

講堂で、ドキドキする接戦を皆でブースト出来ました。」「楽し

ませて頂きました！試合後、久しぶり展示場も見れて、昔を懐か

しめました！ありがとうございます。又お願いします！」という

ように博物館自体や施設の魅力の再発見にもつながっている。文

化庁ウェブサイトに平成 30 年度事業例として掲載されたこともあ

り、国立博物館や県立博物館等からの視察や問合せを受けてお

り、本事業が対象とする、文化財としての位置付けがまだ定まっ

ていない、あるいは文化財的価値が高くても観光資源としては劣

るもの文化遺産に関する興味関心は高まっている。 

一方で、定性的な観点として社会的な認知度を計測する評価軸

となるインターネット上の検索結果数については、本事業のウェ
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ブサイト開設を含む広報・情報発信事業が平成 31年度に先送りと

なったため、数値の把握が難しいものの、個別のイベントや団体

が発信する SNS での一般利用者の反応は良いものが見られる。 

平成 30 年度は 7 月からの事業開始となり、予定通りの事業進行が

難しい局面も見られたが、平成 31 年度以降の事業の継続により文

化遺産に対する既成の概念や価値基準を変化させることをはじめ

とする当初に見込んだ以上の成果が期待される。 

 

６ 情報事業（定款第４条第１項第１号②） 

インターネット等を利用して、文化財・歴史資料及び展示等に関する情報を提供するために、

データの入力等を行い、文化財情報の発信に関わる機器類の保守管理を行いました。 

項   目 事 業 内 容 

収蔵資料等データ入力 図書文献資料等のデータ入力及びインターネット公開を行った。 

データ入力件数      ２，６３８件  

映像資料の公開 スタディサロンで映像ビデオを公開した。 

文化財情報システムの運用・保守 インターネット等による文化財情報の管理・発信やグループウエア

に関わる機器類の保守を行った。 

ホームページを利用した博物館情

報の発信と市民ニーズの把握 

博物館のホームページにより、博物館の展示・催し物・刊行物の広

報や、収蔵資料・図書文献資料・市内文化財等の紹介を行った。 

アクセス（セッション）数 194,208件 

ツイッターを利用した博物館の情

報発信 

ツイッターを利用して博物館の展示や催し物の紹介、また体験学

習、講座・講演会など、様々な情報を発信した。 

 

７ 歴史博物館施設維持事業（定款第４条第１項第１号③） 

  歴史博物館及び野外施設の維持管理・運営を行いました。 

（１）歴史博物館等の維持管理 

省エネルギーとメンテナンスフリー化を目的に、常設展示室スポットライトの LED化を実施しました。 

管理対象施設等 事業内容 

歴史博物館 施設の保守管理、補修・修繕 

スタディサロン・歴史劇場の維持管理、講堂、研修室の貸出 

主な修繕等：常設展示室スポットライト LED 化・屋上支柱防水工

事・地下機械室止水工事 他  

平成 31年度施設改修工事基本設計・実施設計 

歴史博物館野外施設 国指定史跡「大塚・歳
さい

勝土
か ち ど

遺跡」の維持管理 

 

（２）講堂・研修室利用の推移 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

講 堂 利 用 者 数（人） ２０，９８０ ２４，７２６ ２３，６０４ 
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利 用 件 数（件） ２１２ ２３０ １９５ 

うち有料貸出件数（件） ４５ ６２ ５７ 

研修室 利 用 者 数（人） ６，５９８ ５，６３６ ８，８３６ 

利 用 件 数（件） ２３１ ２１４ ２８４ 

うち有料貸出件数（件） １３３ １１５ １５９ 

 

（３）歴史博物館野外施設入場者の推移 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

歴 史 博 物 館 野 外 施 設（人） ５７，５８１ ５７，７３２ ６２，１５５ 

内   訳 大 塚 遺 跡（人） ５５，０８１ ５５，４０２ ５８，８２０ 

工 房（人） ２，５００ ２，３３０ ３，３３５ 

 

８ 歴史博物館収益事業（定款第４条第１項第２号） 

（１）ミュージアムショップ 

 ① 当日申込型れきし工房の実施に合わせ、オリジナルキットの商品を拡充し、土器の野焼きで作成

した土製品を販売するなど事業と関連させた商品開発を行った。オリジナルとなる火打石、絵葉書、

クリアファイル、企画展図録等のほか、各種商品を販売した。 

② 企画展・イベントにあわせた商品をそろえ、感謝デーではセールを実施した。 

（２）駐車場 

歴史博物館の来館者用駐車場を運営した。 

（３）自動販売機（４台）の設置 

施設利用者の利便を図るため、自動販売機を設置した。 

 

＜各事業の推移＞ 

 項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

ミュージアムショップ売上（千円） ９，７８６ ８，３４８ ８，９５７ 

駐車場利用台数 （台） ５，４７３ ５，７０６ ５，８９６ 

駐車場料金収入（千円） ２，２７０ ２，３４４ ２，４７４ 

自動販売機手数料収入（千円） ３２８     ３２２        ３１３ 

 

 

 事業別評価  

 

事業名称 実施概要 評価 

資料収集保管事業 

 

 

 

資料購入・寄贈による資料収集を行うとともに、

マイクロフィルム制作などによる収集活動を着実

に行った。収集資料の整理・保管・データ入力を進

めた。また、画像資料の有料貸出も継続して行った。 

Ａ 

調査研究事業 予定どおり実施した。基礎資料に関する調査研 Ａ 
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究、テーマ別の調査研究、市民協働の調査研究など

を実施し、その成果は報告書として刊行・公開し、

企画展にも活用した。 

常設展事業 ミニ展示の充実や常設展示解説ボランティア

活動の活溌化を図ったが、入場者数は、前年度を

下回った。 

Ｂ 

企画展事業 当初計画した様々な事業は予定通り実施した。企

画展の入場者は前年度を下回ったが、話題性のある

企画を提供できた。 

Ｂ 

普及事業 今年度は従来の展示中心だった体験学習室を、も

のづくりが体験できるワークショップスペースと

してリニューアルした。市民協働として、ボランテ

ィアが活動の幅を広げ、集客イベント等で活躍し

た。また市民団体との協働事業を各段に増やし、館

の活動の幅を広げた。 

Ａ 

よこはま地域文化

遺産デビュー・活用

事業 

本事業は前年度まで実施していた「博物館デビュ

ー支援事業」を拡大させる形で本年度より開始し

た。文化庁の補助金を得て、専門のチームを編成し

て地域の文化遺産やそれを活用した交流拠点の整

備を実施した。観光拠点化事業では多様なイベント

を通じてその担い手となる団体を育成し、今後の博

物館や文化遺産の活用の幅を広げるための裾野を

切り開いた。 

Ｓ 

情報事業 今年度は SNSの積極的な活用を計画し、開港資料

館と連携した企画展「戊辰の横浜」において専用の

Twitter アカウントを開設し、歴史博物館・開港資

料館の展示担当者が見所などを紹介した。展覧会情

報など静的な情報の HP に対して、リアルタイムな

情報発信が行える SNS の強みを活かした活動をお

こなった。 

Ａ 

施設維持事業 経年劣化が進んでいる博物館施設、遺跡公園の施

設等の維持管理を適切に実施した。今年度は来年度

に実施される大型改修の準備を行った。 

Ａ 

収益事業  本年度から開始した当日申し込み型れきし工

房に合わせオリジナルキットを拡充、また、土器

の野焼きで作成した土製品を販売するなど事業

と関連した商品化を試みた。ミュージアムショッ

プと駐車場の売上げは前年度を上回った。 

Ａ 
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３ 開港資料館事業  

開港資料館では主要業務である展示・閲覧・講座・講演会・出版に加えて、昨年度は市役所や

各種団体との連携事業を積極的におこなうことによって、地域の賑わいの創出や小学校との連携

の強化を推し進めました。教育委員会とは教員の初任者研修やアイカレッジに講師を派遣し、横

浜の歴史について講義しました。また、神奈川台場の保存運動をおこなってきた神奈川台場地域

活性化推進協会の依頼で、同会が発行した『神奈川台場物語』の監修・執筆をおこない、神奈川

区・西区・中区の市立小学校の 6年生全員に 1冊配布しました。さらに、馬車道や中華街など地

域の商店街が実施するセントラルフェスティバル Y159を都発・ユー文とともに共催し、ウォーク

ラリーのスタンプポイントとしてイベントに参加しました。これに加えて横浜商工会議所や横浜

港振興協会の機関誌に依頼によって原稿を寄稿しました。 

資料整理については一昨年度に歴博と共同で調査した都筑区の中山家の古記録の整理を進め、

今後、同家資料を題材にした企画展示を開催するべく作業を進めています。学会との連携では、

当財団は全国的な歴史研究学会である地方史研究協議会と共催して第 69回地方史研究協議会大会

を横浜市開港記念会館で開催しましたが、その際、横浜開港資料館が事務局として活動し内外に

当館の存在をアピールしました。 

 

１ 資料収集保管事業（定款第４条第１項第１号①） 

  江戸時代後期から明治・大正にかけての横浜の歴史とその関連資料を収集し、収集資料を良好

な状態で保存するために資料の保管・修繕を行いました。また、閲覧室での資料公開・コピーサ

ービスにより、資料や研究成果の普及を行いました。 

（１）資料の収集・管理・公開（H30.4～H31.3） 

項  目 点  数 事 業 内 容 

資料の寄贈・寄託 寄贈 2件 ２５点 収集資料： 中華街聘珍楼関係資料・軍艦榛名の写真 

資料の購入 ４０件 １５２点 収集資料：鶴見区本覚寺文書ほか 

古文書のマイクロ化

ほか 

４件 主な複製（マイクロ撮影）資料：ブルームコレクシ

ョンの書籍ほか 

資料の分類・整理 古文書など 

約８００点 

中山家を中心に収集した歴史資料を保存・公開する

ため、資料群ごとに分類・整理した。 

閲覧室における資料

の公開とコピーサー

ビス 

閲覧室利用 

２，０４０人  

コピー枚数 

２３，９３５枚       

日本語・外国語新聞複製、図書等の開架資料の公開

と、文献・古文書等の閉架資料の出納・公開、コピー

サービスを行った。 

写真資料・画像資料の

撮影 

撮影件数（１６件）

古写真や古記録など 

企画展や閲覧公開に供する資料及び収蔵資料の撮影

を行った。 

複製フィルム等の提

供 

提供件数５１１件 

１，６０８点 

市民や企業、他の博物館や公共機関、出版社などへの

写真資料の提供を行った。 

実物資料の貸出 貸出件数８件 他の博物館（神奈川県立金沢文庫・品川区立品川歴史

館ほか）へ実物資料の貸出を行った。 
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（２）資料収集内訳（H30.4～H31.3） 

区  分 購入 複製 寄贈 寄託 合計 累計 

行政資料（点） 
－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

  1,851  
(1,851) 

政府資料（点） 
－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

16,137 
(16,137) 

海外資料（点） 
－ 
(5) 

2 
(2) 

－ 
(1,008) 

－ 
(－) 

2 
(1,015) 

15,235 
(15,231) 

文書・記録（点） 
6 

(－) 
－ 
(8) 

24 
(806) 

   － 
  (－) 

30 
(814) 

  84,182
 (84,152) 

新聞資料（点） 
－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

9,946 
(9,946) 

絵画・写真等（点） 
－ 
(－) 

－ 
(5) 

1 
(8) 

－ 
(2) 

    1 
(15) 

33,623 
(33,622) 

コレクション（点） 
－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－  
(－) 

51,408 
(51,408) 

文献資料（点） 
146 
(116) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

－ 
(－) 

146 
(116) 

58,098 
(57,952) 

合  計 
152 
(121) 

2 
(15) 

25 
(1，822) 

－ 
(2) 

179 
(1,960) 

270,594 
(270,415) 

 ※（ ）内は、前年度点数。 

（３）複製フィルム等の提供実績 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

出版社（一般書・教科書・雑誌）、放送・テレ

ビ会社、官公庁、横浜市及び横浜市関連機関へ

の提供 

 

５１１件 

 

５８９件 

 

６１６件 

 

（４）閲覧・資料相談・複写サービス利用状況 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

閲 覧 室 利 用 者 数 （人） ２，０４０ ２，５７９ ２，６４６ 

複 写 申 込 件 数 （件） １，０８０ １，２４０ １，３８５ 

複 写 枚 数（枚） ２３，９３５ ２５，８６０ ３６，０１４ 

レ フ ァ レ ン ス 件 数（件） ２，２５１ ２，８１５ ２，８０３ 

 

（５）資料の保管 

    項   目        目的・意図 及び 内容・成果 

中性紙資料保存封筒作成 劣化する酸性紙保存封筒からの中性紙保存封筒への入れ替え 

環境検査 ５回／年 実施 

 

（６）資料保管施設の管理 

保管施設 保 管 資 料 

開港資料館収蔵庫（310㎡） 文書記録、画像資料、個人文庫、文献等の収蔵と管理を行った。 

大黒埠頭倉庫、シルクセンター他 器物資料、文献資料などの収蔵と管理を行った。 
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２ 調査研究事業（定款第４条第１項第１号①） 

  江戸時代後期から明治・大正にかけての横浜の歴史とその関連資料について調査研究を館外の

研究者と協力しておこないました。また、昨年に引き続き、開港資料館・都市発展記念館・市史

資料室の３施設合同で、「戦中・戦後期の都市横浜に関する連携研究事業」を行いました。 

（１）基礎的調査研究 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

開国・開港期の歴史 

 

① ブレンワルド日記の翻訳作業 

② 都筑区中山家資料の活用計画立案 

③ 中横浜港振興協会・横浜商工会議所との連携事業 

④ 横浜市教職員育成課などとの連携事業の実施 

横浜近代欧米関係史 ① 幕末期の日英関係資料を分析し、当館『紀要第 36号』に史料紹介執筆

（「幕末の横浜イギリス駐屯軍士官の書簡（二）」） 

② 特別資料コーナー展「100 年前の駐横浜ベルギー総領事」担当、案内

（4/27ベルギー大使） 

③ 「開港のひろば」「中区広報―なか区歴史の散歩道」等執筆 

④ 12/22、3/30海外関係資料の関係者へのオーラルヒストリー実施 

⑤ ドン・ブラウン文庫目録の OPAC公開に向けたデータ整備 

⑥  外部機関（東大史料編纂所）とのイギリス外交文書のデータ検索閲覧

システム連携事業（継続） 

⑦  受贈資料（C・バスタン旧蔵資料、アベイ家資料）関係者への対応（6/23

ベルギー・ルーベン大学カルボネ教授、1/4米カリフォルニア州・アベ

イ一家） 

⑧ ブレンワルド研究会参加 

⑨ 学芸員実習担当 

⑩ 関係団体との連携―「ラグビー発祥地 横浜」碑建立（2019 年 7月予

定）計画に碑文監修で協力（対神奈川県ラグビーフットボール協会、市

民局ラグビーワールドカップ 2019担当課）、地元 TV（YOUTV）の「横浜

ミストリー」（チョコレートと横浜）取材対応 

⑪ 7/3ドイツ学園生徒、10/24国学院大学留学生案内 

⑫ 神奈川県博物館協会の幹事（人文部会、協会報編集担当） 

横浜幕末維新期の社

会・生活史 

① 第 2 回企画展示「戊辰の横浜―開港都市の明治元年」企画・実施（歴

史博物館との連携事業） 

② 2019年度企画展「開港前後の横浜」準備 

③ 幕末維新期の横浜の社会情勢について分析し、『横浜開港資料館紀要』

36号に「慶応四年佐賀藩の横浜駐屯」として報告。 

④ 昭和戦中期の横浜の都市生活について分析し、『横浜都市発展記念館紀

要』15号に「昭和戦中期横浜の都市生活誌（下）」として、『横浜市史

資料室紀要』9号に「昭和前期都市横浜の世相と家族」として報告（都

市発展記念館との連携事業）。 
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⑤ 『開港のひろば』141号、142号執筆。 

⑥ 委託研究会「幕末期の外交と海運に関する研究会」事務局担当 

⑦ 館蔵資料（関家文書・獅子ヶ谷村本覚寺文書）の整理。 

⑧ 学芸員実習担当 

⑨ 横浜商科大学講座での幕末維新史関係講義（「戊辰の横浜」）担当 

⑩ 市史資料室「家族の記録から見る横浜の近現代史」（8 月 25 日）にて

「昭和戦前・戦中期、横浜の都市生活誌」を報告。 

⑪ 埋文センター・中央図書館講演会「解き明かせ！横浜のお台場」（12月

9日）にて「神奈川台場とその時代」を報告。 

⑫ 横浜郷土史団体連絡協議会事務局担当。研修会開催、ニュース・会報

編集・発行など。 

⑬ ミニ展示「築地居留地、開かれる」展示担当 

⑭ 環境調査実施・担当 

横浜近世・近代社会経

済史 

① 第４回企画展示「浮世絵でめぐる横浜の名所」展の企画・実施 

② 次年度第１回展示「カメラが撮らえた横浜‐古写真にみる開港場とそ

の周辺‐」の準備 

③ ミニ展示第 93回「瓦版にみる安政６年の横浜開港」・第 94回「近代金

沢における霊場巡拝」・第 98 回「准秩父観音霊場と准西国稲毛観音霊

場」の実施 

④ 「開港のひろば」140・141・143号の執筆 

⑤ 「中区歴史の散歩道」執筆 

⑥ 横浜商工会議所会報『YOKOHAMA 商工季報』7 月号・10 月号・1 月号の

「絵で振り返る横濱」執筆 

⑦ 横浜港振興協会広報誌『よこはま港』133号・134号に「吉田新田の今

と昔」（前編・後編）を執筆 

⑧ 学芸員実習の全体総括・担当 

⑨ 横浜郷土史団体連絡協議会（郷土史協）事務局担当 

⑩ 郷土史協第 13回大会（４月 21日）の講演会「16～19世紀における横

浜市域の地域構造」の講師 

⑪ 6月 2日開港・開館記念日イベント「吉田新田と入海の地形ツアー」担当 

⑫ 神奈川県歴史資料取扱機関連絡協議会（神史協）担当 

⑬ 神奈川県図書館協会（神図協）担当 

⑭ 地方史研究協議会第 69回大会（神奈川）実行委員会事務局担当 

歴史情報の集積と研究 ① 雑誌・新聞の整理、インターネット公開システム「情報館」での公開 

② 資料調査（宮田吉秀家） 

③ 資料寄贈のための調査（岸秀雄家） 

④ 資料寄贈希望者対応（高橋逸美氏・小黒恵子氏・小泉初恵氏） 

⑤ 開港のひろば」執筆（141号・143号） 

⑥ ミニ展示第 97回「丸善の初荷風景」準備・開催 

⑦ 学芸員実習担当 
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⑧ 複製資料利用担当 

⑨ 複製資料提供及び特別協力（横浜みなと博物館展示） 

⑩ 資料貸出（練馬区立石神井公園ふるさと文化館特別展・中央区立郷土

天文館特別展） 

⑪ 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会担当 

⑫ 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会関東部会担当 

横浜近現代政治社会史 ①都市発展記念館及び市史資料室との連携事業の実施 

②横浜郷土史団体連絡協議会事務局担当 

③神奈川県高等学校文化連盟社会科専門部との連携事業の実施 

④横浜市立大学インターンシップ対応 

⑤国文学研究資料館アーカイブカレッジ対応 

⑥学芸員実習担当 

⑦子どもアドベンチャー実施担当 

⑧『開港のひろば』執筆（140・142・143号） 

⑨「中区歴史の散歩道」執筆（251号） 

⑩「近代陸軍の創設と横浜」（『横浜開港資料館紀要』第 36 号、2019 年 3

月）の原稿執筆 

⑪ミニ展示「関東大震災 95周年 災害情報の伝播と通信社」準備・開催 

⑫横浜近現代史研究会委託事務担当 

⑬首都圏形成史研究会事務局担当 

⑭新収蔵資料の収集・整理・公開 

⑮企画展示「明治の戦争と横浜」の企画および実施 

⑯企画展示関連事業シンポジウム「軍隊と横浜」（1/12）、関連講座「日露

講和と横浜の騒擾」（12/8）の企画および実施 

⑰企画展示「横浜の消防」の準備 

⑱中山恒三郎家資料調査および整理、研究会等の実施 

⑲地方史研究協議会第 69回大会（神奈川）実行委員会事務局担当 

⑳外部保管倉庫管理担当 

㉑マイクロ等複製資料担当 

㉒研究助成事業「近代日本の都市移住者と同郷者集団の形成」の準備 

㉓横浜郷土史団体連絡協議会第 51回研修会（講演会）「近代陸軍の創設と

横浜」（11/21）、横浜市中央図書館レファレンスフォローアップ研修「写

真資料の分析と活用方法」（1/24）、神奈川県博物館協会講演会「集める、

受け継ぐ、守る―資料と向き合う学芸員の仕事―」（3/24）等の講師 

㉔館蔵資料の貸出対応（横浜みなと博物館） 

 

（２）調査研究の委託 

項   目 目的・内容 今年度の成果目標 

横浜近現代史分野 横浜近現代史の総合研究 ①海外関係資料の調査研究・整理・翻刻
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の調査研究 （３／３年次） 

 

・オーラルヒストリー調査 

②中山恒三郎家資料の整理 

③横浜の活字文化に関する研究 

④幕末期の外交と海運に関する研究 

⑤オーラルヒストリー調査の実施、横浜

華僑教育関係史料の所在調査 

 

（３）都発・市史との昭和期の横浜の歴史に関する共同プロジェクト 

  近現代歴史資料課に属する開港・都発・市史の３施設が合同で開催する会合・研究会では昭和期の

横浜の歴史に関する資料の調査や分析、これまでの研究史のまとめなどをおこないました。また、ど

のように当該資料を活用して展示・講演会などをおこなっていくのかを検討しました。さらに、３つ

の施設が所蔵する地図資料の統一的なデータベース化にも取り組みました。この成果は順次、開港・

都発・市史の３施設で開催する企画展などで公開します。また、都市発展記念館が所蔵する昭和期の

日記の分析をおこないました。 

 

（４）研究紀要の発行 

  出版書籍名 作成部数 頒布価額 事 業 内 容 

横浜開港資料館 

紀要 第 36号 

1,250部 

 

1,500円

＋税 

当館専門職員による資料の調査研究、整理等の成果

をまとめた。 

・慶応四年佐賀藩の横浜駐屯 

・近代陸軍の創設と横浜‐軍事的空間の変化を中心

に‐ 

・＜史料紹介＞幕末の横浜イギリス駐屯軍士官の書

簡（二） 第二〇連隊第二大隊スミス中尉の書簡

（一八六五年一月～一〇月）  

 

３ 常設展事業（定款第４条第１項第１号②） 

  常設展示室において、資料・展示ケースなどの保守点検を実施し、円滑な展示室運営を行いま

した。 

（１）常設展示室観覧者の推移（目標数 61,000 人） 

 有料入館者（人） 無料入館者

（人） 

合計 

（人） 
前年比 

開館 

日数 

1日平均 

入館者(人) 一般 小中 閲覧室 計 

30年度 26,035 4,729 823 31,587 23,714 55,301 82.1% 303日 182 

29年度 31,304 6,110 941 38,355 28,995 67,350 123.5% 303日 222 

28年度 25,930 6,041 1,133 33,104 21,395 54,499 95.4% 304日 179 

 

（２）新収蔵資料や新発見資料を紹介する「ミニ展示」の設置 

常設展示室の一角や旧館１階ホールを活用して、新収蔵資料や新発見資料の紹介コーナーを設け

たり、ミニパネル展示をおこなったりして、調査研究の成果をいち早く紹介した。 
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項  目 内容・成果 

ミニ展示 第 92回 3/1～5/6「100年前の駐横浜ベルギー総領事」 

第 93回 5/8～6/30「瓦版にみる安政 6年の横浜開港」 

第 94回 7/1～8/31「近代金沢における霊場巡拝」 

第 95回 9/1～10/28「災害情報の伝播と通信社」 

第 96回 11/1～12/27「築地居留地開かれる」 

第 97回 1/4～2/28「丸善の初荷風景」 

第 98回 3/1～4/30「准秩父観音霊場と准西国稲毛観音霊場」  

開港（開館）記念日に

関する事業 

ミュージアムショップセールを実施し、グッズ販売を促進した。 

開港記念日に「斉藤副館長とめぐる！吉田新田と入海の地形ツアー」を開催

した。 

 

（３）旧館ホール・中庭展示 

   無料展示スペースである旧館ホール・中庭展示の見学者数の集計結果 

旧館ホール見学者：58,534 人 

    中庭展示見学者 ：86,355 人 

  

４ 企画普及事業（定款第４条第１項第１号②） 

  江戸時代後期から明治・大正にかけての横浜の歴史とその関連資料の研究成果を企画展開催等

で発表しました。また、横浜郷土史団体連絡協議会を中心に市民との協働を積極的に進め、研修

会の実施等を行いました。また、年間で 10 日間、開館時間を午後 7 時まで延長し、利用者の便

宜をはかりました。 

（１）企画展の実施 

企画展名/開催期間 入館者数 目的・意図 及び 内容・成果 

企画展示 

｢横浜と銭湯－“ゆ”をめぐる人

びと－｣ 

H30.1.31(水)～H30.4.22(日) 

会期 71日 

（年度中会期 19日） 

3,325人 

＊会期中の

総入館者数

13,006人 

（目標数 

11,000人） 

１日あたり 

 183人 

横浜市歴史博物館との共催企画。本展示では、銭湯

や温泉をキーワードに、“ゆ”をめぐる人びとの動

きに焦点を当てつつ、近代横浜の都市形成史をたど

った。市民生活と密接に関わっていた銭湯の存在を

通じて、幕末維新期から第 2次世界大戦後に至る横

浜の近現代史を描いた。新聞メディアを中心に反響

も大きく、関連事業の参加者からも好評を得た。 

企画展示 

「金属活字と明治の横浜－小宮

山博史コレクションを中心に‐」 

 H30.4.27(金)～H30.7.16(月・

祝) 

会期 70日  

16,065人 

（目標数 

18,556

人） 

１日あたり 

220 人 

当館の企画展示で始めて活字と活字史を取りあげた。

馴染のないテーマではあったが、横浜における活字の

伝来と普及の歴史を伝えることができた。またデザイナ

ー、書体デザイナーの注目を得ることが出来、初めての

来館者も多く、新たな来館者層を開拓することができた。 
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企画展示 

「戊辰の横浜 開港都市の明治

元年」 

H30.7.21(土)～H29.10.28(日) 

会期 86日 

14,726人 

（目標数 

16,000

人） 

１日あたり 

171人 

1868 年（明治元年）から 150 年を迎えたことを記念

し、開港都市横浜に視座を据えて明治元年という激

動の一年をふりかえった。歴史博物館との共同開催。

新出資料も交えながら、戦地ではなかった横浜と戊

辰戦争の意外な関係を明らかにした。 

 

企画展示 

「明治の戦争と横浜―伝わる情

報、支える地域―」 

H30.11.3(土)～H31.1.27(日) 

会期 68日    

11,435人 

（目標数 

10,300人） 

１日あたり 

168 人 

当館が収集してきた海外新聞や浮世絵、絵葉書など

戦争を伝えるメディアに注目しつつ、横浜という地

域の視点から明治期の戦争を描いた。近代陸軍創設

当初の部隊編制表や、西南戦争に従軍した市内出身

兵士の軍人手帳、旧家で発掘された戦時雑誌など展

示し、見学者に戦争と横浜との関係を提示した。 

企画展示 

｢浮世絵でめぐる横浜の名所｣ 

H31.2.2(土)～H31.4.21(日) 

会期 68日 

（年度中会期 50日） 

8,442人 

＊会期中の

総入館者数

11,672人 

（目標数 

11,800人） 

１日あたり 

 172人 

2019年が横浜開港 160周年にあたることを記念

して、日本人の絵師によって描かれた浮世絵を題

材に、開港により新たな「名所」となった「開港

場・横浜」の風景について、名所を見る視線に注目

しつつ、紹介した。 

 

 

（２）講座の開催 

講座名称/開催日 参加者数 事 業 内 容 

第 1回企画展示 

展示関連講座 

「活版印刷と横浜」 

 

  展示解説 

講座合計

200 名 

 

 

展示解説

合計 

65 名 

5/26（土）「活字と活字見本帳が語るもの」 

会場：横浜開港資料館講堂 

     講師：内田明 50名 

6/9（土）「印刷史のなかの美華書館－日本とのかかわり」 

会場:横浜開港資料館講堂 

講師：宮坂弥代生 53名  

6/23（土）「日本活版印刷史の夜明け－上海のヘボンと吟香」 

     会場：横浜開港資料館講堂 

     講師：小宮山博史 97名 

5/12（土）展示解説① 23名 

6/29（金）展示解説②（夜間） 20名 

7/8（日）展示解説③ 22名 

第 2回企画展示 

  講演会 

  展示解説 

  講座 

合計 

493 名 

9/2(日) 講演会 保谷徹「戊辰戦争と横浜開港場」185名 

8/24(金)展示解説①(夜間）13名 

9/22（土）展示解説② 43名 

10/20（土）展示解説③ 31名 
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9/15（土）講座  村和明「戊辰戦争と三井」79名 

10/6（土）講座 吉崎雅規「戊辰の横浜 開港都市の明治元

年」75名 

10/13（土） 神谷大介「戊辰戦争期の海軍と港湾―横浜・横

須賀・浦賀―」67名 

第 3回企画展示 

  シンポジウム 

講座 

展示解説 

展示解説

合計 

62 名 

 

講座合計 

47 名 

 

11/3（土）展示解説① 21名 

11/30（金）展示解説②（夜間）8名 

12/21（金）展示解説③（夜間）9名 

1/19（土）展示解説④ 24名 

11/24（土）講座「日清戦争と横浜華僑社会」  14名 

会場：横浜開港資料館講堂 

  講師：伊藤泉美 

12/8（土）講座「日露講和と横浜の騒擾」 33名 

会場：横浜開港資料館講堂 

  講師：吉田律人 

1/12（土）展示記念シンポジウム「軍隊と横浜」 61名 

 基調講演：荒川章二 

 関連報告：中村崇高、吉田律人 

 コメント：上山和雄 

 会場：横浜開港資料館講堂 

第 4回企画展示 

  関連講座 

  展示説明 

  展示案内 

   

講座合計 

107 名 

 

展示説明

合計 

69 名 

 

展示案内

合計 

88 名 

2/16（土）講座「神奈川宿台町からの眺望」38名 

3/2（土）講座「開港場横浜と横浜双六」34名 

3/16（土）講座「吉田橋と鉄道」35名 

3/9（土）展示説明① 18名 

3/21（木・祝）展示説明② 10名 

4/6（土）展示説明③ 41名 

いずれも、会場：横浜開港資料館講堂 

講師：斉藤 司 

2/11（月・祝）展示案内① 34名 

2/22（金）展示案内②（夜間）8名 

3/29（金）展示案内③（夜間）6名 

4/20（土）展示案内④ 40名 

    

第 2回企画展示関連講座    第 3回企画展示シンポジウム    第 4回企画展示関連講座 
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（３）各種出版物の作成・編集 

出版書籍名 作成部数 頒布価額 事 業 内 容 

「金属活字と明治の

横浜 資料（原寸

大）」 

1200部 500円+税 A4判、16頁。横浜開港資料館編 

「戊辰の横浜」図録 2500部 1500 円 +

税 

A4判、112頁。横浜市歴史博物館・横浜開港資料館

編 

「明治の戦争と横浜」

図録 

1500部 900円+税 A4判、48頁。横浜開港資料館編 

「浮世絵でめぐる横

浜の名所」関連図書

『貞秀「神奈川横浜

二十八景之内」』 

1500部 400円+税 A4判、16頁。横浜開港資料館編 

 

（４）市民などとの協働事業の実施 

   横浜の郷土史に関心の深い市民団体相互の交流促進及び当財団と各団体との協働事業を推進す

ることを目的に設立した横浜郷土史団体連絡協議会との共催事業をおこないました（平成 30 年度

末現在、加盟 46 団体）。また、横浜セントラルタウンフェスティバル Y159 へ参加し、当日、無料

開館したほかイベントをおこないました。さらに、横浜商工会議所や横浜港振興協会の機関誌に原

稿執筆したほか全国的な歴史研究学会である地方史研究協議会と当財団の共催で、第 69 回地方史

研究協議会大会(神奈川大会)を横浜開港資料館が中心となって開催しました。 

 

項   目          事 業 内 容 等 

横浜郷土史団体連絡協議会との共催事

業 

① 総会・研修会・記念講演会の実施 

大会 4/21(土)    

研修会 第 49回 6/22（金) 第 50回 8/10 (金)  

第 51回 11/21 (水) 第 52回 3/8(金)  

全４回 参加者 計 133名 

記念講演会「16 世紀～19 世紀における横浜市域の地域

構造」4/21（土） 

② 横浜郷土史団体連絡協議会 Newsの発行 49 号～52号 

④  特別講座「崩壊する徳川の由緒」を実施 2/22（金) 

参加者 31名 

⑤  会報 12号を刊行 

横浜セントラルタウンフェスティバル

Y159への参加や神奈川台場地域活性推

進協会との連携事業  

 

① 横浜開港を記念し、関内周辺の商店街組織（馬車道商

店街・関内まちづくり振興会、山下公園通り会、横浜

中華街発展会・元町 SS会）と地元マスコミが主催で

行われる Y159イベントに参加した。 
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 5月 26日（土）27日（日）のイベント当日は２日間

の無料入館を実施、またウォークラリーのスタンプポ

イントとなった。 

② 神奈川台場地域活性化推進協会発行の『神奈川台場物

語』を監修・執筆し、神奈川区、西区、中区の市立小

学校６年生全員に配布した。 

横浜商工会議所などの機関誌への原稿

執筆および学会との連携事業 

① 横浜商工会議所機関誌「Yokohama商工季報」、横浜港

振興協会機関誌「よこはま港」への寄稿 

② 第 69回地方史研究協議会大会(神奈川大会)、会場、

横浜市開港記念会館の開催(10/20、10/21) 

 

   

Y159ウォークラリーポイント   Y159 無料開館 展示室内   6/2 イベント ツアー実施 

 

（５）マスコミ各社への協力      

 

（６）実習・研修の受け入れ 

項   目 事 業 内 容 

博物館館務実習の受け入れとイ

ンターンシップなど 

① 博物館学芸員資格取得を目指す「博物館実習」受講生を受け

入れ、指導を行った。 

期間：8/21（火）～8/26（日）、受入数：12人 

② 「子どもアドベンチャー2018」（横浜市主催）に参加  

「私も学芸員！資料を整理」参加者数：6人（うち保護者等 3人） 

 

（７）広報紙の発行、一般広報等 

項   目 事 業 内 容 

館報「開港のひろば」発行 企画展示・収蔵資料・館活動の紹介 第 140 号～143 号（年４

回）年間合計 51,000部 

リーフレット類作成 横浜開港資料館案内パンフレット(小中学生用)4,000 部 

横浜開港資料館案内パンフレット(一般用)10,000部 

横浜開港資料館催し物案内、年２回 

項   目          事 業 内 容 等 

テレビ局・新聞社などへの協力 「ヨコハマよみうり」などへの記事連載、BS日テレ「料理はじ

まり帖」などへの出演ほか。 
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その他広報 ① 横浜観光情報、インターネットミュージアム等の情報サイ

トへの情報掲出 

② 当館ＨＰやメールニュースによる催し物等の情報発信 

③ 市営地下鉄関内駅構内、みなとみらい線日本大通り駅構内

への企画展ポスター掲示 

④ 市内公共施設、博物館、図書館、観光施設、ホテル、駅観光

案内所等への広報印刷物の配布 

⑤ 新聞、タウン情報誌等への情報発信、記事掲載 

⑥ ＴＶ、ラジオ、新聞、ＣＡＴＶ等のメディアからの取材受け 

⑦ 市広報誌への記事掲載依頼 

 

（８）横浜市役所などとの連携事業 

項   目          事 業 内 容 等 

横浜市役所との連携事業 「広報よこはま 中区版」に連載記事「なか区歴史の散歩道」

を都市発展記念館職員と分担して執筆。横浜市広報課発行「季

刊誌横濱」各号への執筆協力。横浜市広報番組 TVK「ハマナ

ビ」出演。横浜市経済局の依頼により AI運行バス端末を旧館

ホールに設置(11/6～12/12) 

アイカレッジへの講師派遣など 12/９アイカッレジへ講師派遣（受講者 148名）、市立中尾台

中学校などへ生徒向け講座の講師派遣など 

 

５ 情報事業（定款第４条第１項第１号②） 

インターネット等を利用して、文化財・歴史資料及び展示等に関する情報を提供するために 

データの入力等を行い文化財情報の発信に関わる機器類の保守管理を行いました。 

項   目 事 業 内 容 

インターネットによる情報公開 展示・催し物・刊行物の広報や、収蔵資料の紹介を随時、行っ

た。また、昨年更新した OPACシステムに所蔵図書・新聞雑誌の

追加アップを行った。「開港のひろば」の更新を随時、おこなっ

た。 

・ＨＰアクセス件数 合計 133,682件 

メールニュースの配信 「横浜開港資料館メールニュース」を第 155号～第 167号(計 13

回)、およそ 1,100名の登録者に配信した。 

 

６ 開港資料館施設維持事業（定款第４条第１項第１号③） 

  開港資料館の維持管理及び運営を行いました。施設老朽化にともない収蔵庫空調機が故障し、

修理を完了しました。今後も横浜市と連絡を密にしながら適切な管理をおこなっていきます。 

管理対象施設 事業内容・所在地など 

開港資料館 資料の保管・管理、資料館の施設維持・管理を適切に実施した。 
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７ 開港資料館収益事業（定款第４条第１項第２号） 

（１）ミュージアムショップの経営 

① 企画展関連書籍や絵はがき・バンダナ・ミニタオル等のグッズを販売した。 

② 開港（開館）記念日にセールを実施した。 

（２）自動販売機（１台）の設置 

施設利用者の利便を図るため、新館脇に自動販売機を設置した。 

（３）喫茶室の委託 

   来館者サービスとして付属棟において、喫茶室の営業を実施した。 

 店名：Ａｕ ｊａｒｄｉｎ ｄｅ Ｐｅｒｒｙ（ペリーの庭で） 

 

＜各事業の推移＞                                     （千円） 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

ミュージアムショップ売上 ３，８６２ ４，８１１ ４，１１２ 

自動販売機手数料収入 １０２ １１２ １２２ 

喫茶室委託料収入 １，９１３ １，８１８ １，９２０ 

 

 

 事業別評価  

 

事業名称 実施概要 評価 

資料収集保管事業 30 年度末の所蔵資料点数は約 27 万点になっ

た。今年度の資料収集点数は 179 点と例年よ

り少なかったが、膨大な量と質を持つ中山家

の資料整理は順調であり評価できる。閲覧室

の利用者数は約 2 千人で、レファレンス件数

（電話と来館による問い合わせ）も 2 千 2 百

件を超えた。 

Ａ 

調査研究事業 調査研究員の研究事業および外部研究者に

委託した調査研究活動は順調で、その成果を

展示・講座・出版で公開した。研究の成果は

新聞・テレビなどで多数取り上げられた。 

Ａ 

常設展事業 新収・新発見資料を紹介する「ミニ展示」と

記念ホールでの展示を７回にわたって開催

した。常設展の大幅なリニューアルが難しい

現状下で、「ミニ展示」ではあるが市民に興味

深い内容の展示を継続して実施したことは

評価できる。 

Ｂ 

企画普及事業 Y１５９や開港記念日などの無料入館日に多

くの入館者があり、今後も施設の知名度をあ
Ａ 
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げるべく、地域のイベントなどに積極的に協

力していく予定である。 

情報事業 HP・メールニュースでの情報発信を順調に

おこなった。マスコミへの情報発信だけでな

く横浜商工会議所などの機関誌への寄稿を

おこない所蔵資料の紹介に努めた。 

Ａ 

施設維持事業 資料の保管・管理、資料館の施設維持・管理

を適切に実施した。施設の老朽化や器械の故

障が多発する現状にありながら館運営に支

障がないように努めた。 

Ａ 

収益事業 開港記念日にセールを行い、売上の増加を図

るとともに、在庫の販売強化につとめた。喫

茶室のあり方について財団内部での協議を

開始した。 

Ｂ 

 

 

４ 都市発展記念館事業  

都市発展記念館では、横浜での陸上交通のインフラ整備の様子を紹介した「伸びる鉄道、広がる

道路～横浜をめぐる交通網」と戦後の横浜の街並みや人びとの姿を写真で紹介した「奥村泰宏・常

盤とよ子写真展～戦後横浜に生きる」の２つの企画展示を開催しましたが、両展示は従来から都発

が扱ってきたテーマである横浜をめぐる交通網や昭和期の横浜をより深く紹介したものであり、展

示を通じて都発の存在を内外に広く知らしめることができました。また、年間来館者数は前年比

150％の2万3000人に達しました。さらに、展示開催にともない奥村泰宏氏と常盤とよ子氏が撮影し

た写真が大量に寄贈され、都発の戦後写真コレクションの充実がはかられました。一方、２つの企

画展示には市史資料室所蔵資料が多数出品され、両施設間の連携強化をはかることができました。 

市役所や諸団体との連携事業では、横浜市から新市庁舎敷地に野外展示される遺構の解説パネル

作成を受託し、今後、完成した解説パネルは新市庁舎敷地内に設置される予定です。また、地域の

商業団体が開催するY159イベントにも参画し、5月26日・27日のイベント当日の入館者数は5000人

を超えました。さらに、横浜市開港記念会館を会場として開催された地方史研究協議会(全国的な

歴史研究学会)の大会にも協賛し、都発の専門職が報告者として研究報告などをおこないました。

このほか、市内小学校団体の受け入れや夏祭りのイベントなどを予定通り順調におこないました。 

 

１ 資料収集保管事業（定款第４条第１項第１号①） 

  横浜の都市形成、生活文化の歴史に関する資料を、購入・複製・マイクロ撮影等により収集し、

分類・整理するとともに、良好な状態で保管するため、資料の修繕・燻蒸や定期的な環境調査を

行いました。 

（１）資料収集 

項  目 点  数 事 業 内 容 
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資料の寄贈・寄託 寄贈14件 3,463点 

寄託0件 0点 

主な収集資料：奥村泰宏・常盤とよ子氏関係資料、聖

母愛児園・ファチマの聖母少年の町関係資料、日本

厚生団・ボーイズホーム関係資料、横浜復興貿易博

覧会記念コーヒーカップ、横浜市電乗務員腕章、伊

藤正平氏旧蔵国鉄関係資料ほか 

資料の購入 12件 16点 主な収集資料：同潤会六浦住宅関係資料、米国第八軍

印刷工場、郊外土地合資会社経営地案内、京浜工業地

帯造成事業計画書、関東大震災アルバムほか 

資料修繕 0件 主な修繕資料：なし 

資料の複製収集 0件 0点 主な複製資料：なし 

資料のデジタル化 230点 主な資料：奥村泰宏・常盤とよ子氏撮影写真 

複製資料の提供 37件 83点 他の博物館や公共機関、出版社、個人などへ所蔵資料

を画像で提供した。 

資料の特別利用 4件 56点 調査研究目的による所蔵資料の原資料での特別利用

に対応した。 

資料の貸出 2件 31点 他の博物館施設での展覧会に当館所蔵資料を貸し出

した。 

 

（２）資料収集実績（H30.4～H31.3） 

区  分 購入 複製 寄贈 寄託 合計 累計 

遺物 
- 

（-） 
- 

（-） 
81 

（19） 
- 

（-） 
81 

（19） 
1,657 

(1,576) 

図書 
6 

（67） 
- 

（14） 
60 

（11） 
- 

（-） 
66 

（92） 
2,388 

(2,322) 

新聞雑誌 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（25） 
- 

（-） 
- 

（25） 
2,172 

(2,172) 

文書 
6 

（-） 
- 

（-） 
274 

（202） 
- 

（-） 
280 

（202） 
4,368 

(4,088) 

紙票類 
- 

（6） 
- 

（-） 
179 

（470） 
- 

（-） 
179 

（476） 
5,422 

(5,243) 

写真 
1 

（-） 
- 

（-） 
2,861 
（22） 

- 
（-） 

2,862 
(22) 

21,849 
(18,987) 

絵葉書 
- 

（-） 
- 

（-） 
5 

（32） 
- 

（-） 
5 

（32） 
2,501 

(2,496) 

地図 
3 

（4） 
- 

（-） 
3 

（4） 
- 

（-） 
6 

（8） 
736 

(730) 

図面 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（1） 
- 

（-） 
- 

（1） 
941 

(941) 

絵画 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
2 
(2) 

映像 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
55 

(55) 

録音資料 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
171 

(171) 

電子資料 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
- 

（-） 
12 

(12) 
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合  計 16 
（77） 

- 
（14） 

3,463 
（786） 

- 
（-） 

3,479 
（877） 

42,274 
(38,795) 

 ※（ ）内は、前年度点数。 

（３）資料の保存・管理 

    項   目        目的・意図 及び 内容・成果 

保存燻蒸処理 未燻蒸資料の一部について、ユーラシア文化館と共同で外部倉庫

での資料燻蒸を実施した。また、小型、少量の資料については、

脱酸素剤を用いた無酸素法により適宜殺虫処理をおこなった。 

環境調査 虫菌による被害を未然に防ぎ、大気・塵埃・光線等の影響を最小

限に抑えるため、年6回の環境調査をユーラシア文化館と共同で

実施した。 

 

（４）資料保管施設 

保管施設 保 管 資 料 

都市発展記念館・ユーラシア文化

館収蔵庫（200㎡） 

図書、文書、紙票類、地図、図面、出土遺物などを収蔵 

外部倉庫（子安台） 大型家具（昭和初期の置時計・大テーブル他）などを収蔵 

外部倉庫（大黒ふ頭） 麻真田関係資料、映像フィルム、未整理資料などを収蔵 

 

２ 調査研究事業（定款第４条第１項第１号①） 

  「都市形成」「市民のくらし」「ヨコハマ文化」の３つのテーマに即して、資料調査・研究を行い

ました。また開港資料館・市史資料室・歴史博物館との連携研究事業を進めました。 

（１）基礎的調査研究 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

横浜都市形成史 

（３／３年次） 

【交通】「長谷川弘和氏鉄道関係資料」のうち、紙票類（神奈川県内

の国鉄・私鉄および横浜市交通局などの路線図・広報印刷物・切符

等）の整理を引き続き進め、公開の準備を完了した。 

【近代遺跡】国内製造のフランス瓦について、文献資料と現地調査

から三河地方における製造史を把握し、横浜市域と周辺から出土し

たフランス瓦をもとに形式分類を試みた。その成果は埋蔵文化財セ

ンター調査研究員との共同執筆で、紀要第15号に「大正・昭和期の

横浜におけるフランス瓦」として紹介した。 

横浜都市経済・産業史 

（３／３年次） 

引き続き過去の商業統計調査類（国・神奈川県・横浜市・他）の作成

状況と所在先を調査し、一部データを収集し分析した。 

横浜市政史／都市生活・文

化史 

（３／３年次） 

戦後横浜の民間社会事業団体が所蔵する資料を調査し、関係者に対

する聞き取り調査もあわせて行った。また、戦後占領期の横浜の街

並みと市民生活を撮影した奥村泰宏、常盤とよ子夫妻の写真資料を

整理し、関連資料の調査をあわせて行い、その成果を企画展「奥村

泰宏・常盤とよ子写真展 戦後横浜に生きる」で公開した。 
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（２）連携研究事業 

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

戦中・戦後期の都市横浜に

関する連携研究 

 

戦争の時代から戦災復興を経て、高度経済成長への至る昭和期横浜の

歴史を多角的に明らかにする調査研究事業を、市史資料室・開港資料

館と連携して実施した。今年度は8回の定例報告会を開催した（テーマ

は下記）。また、『広報よこはま』（昭和38年～44年）の記事見出し一覧

のホームページ公開に向けた作業を完了した。 

①年間スケジュールの検討／②高度成長期における横浜駅前の変容

について／③横浜と神奈川県県央部の日本軍施設／④横浜高等工業

学校と建築家中村順平／⑤1968年の社会史－神奈川新聞の記事から

－／⑥戦後横浜の「浮浪児」・戦争孤児の実態について／⑦京浜地域の

浴場経営者と新潟県西蒲原郡／⑧次年度内容の検討 

※開港資料館・市史資料室との連携研究事業 

地図データベース作成に関

する連携研究（横浜を中心

とする「地図データベース」

活用に関する調査研究事

業）（３／３年次） 

 

当館及び開港資料館、市史資料室が所蔵する地図資料を横断的に検索

ができるよう整理・目録化を図る事業である。三施設の既存の地図デ

ータを統合して母体となるデータベースを作成し、各施設で所蔵する

地図資料を順次調査してデータベースの拡充を進めた。その成果をも

とにして、ホームページ上で地図資料の高精細画像データを公開した

（「横浜地図データベース」）。また、紀要第15号に「都市横浜をめぐる

さまざまな地図とその系譜」と題する報告をまとめた。 

※開港資料館・市史資料室との連携研究事業 

昭和期の横浜の都市生活に

関する調査研究（３／３年

次） 

磯子区の時計店に勤務していた下平政熙氏の直筆日記（当館蔵）の

昭和15～19年分をもとに、昭和戦中期横浜の都市生活の具体的様相

について検討し、紀要第15号で「昭和戦中期横浜の都市生活誌(上)

－横浜市磯子区の下平政煕氏の日記から(3)」として報告した。 

※開港資料館との連携研究事業 

共同資料調査 都筑区川和町の旧家である中山恒三郎家資料について、開港資料館と

共同で資料整理を進めた。（開港・歴博との連携研究事業） 

 

（３）研究紀要の発行 

書名 発行部数 目的・意図 及び 内容・成果 

横浜都市発展記念館 

紀要 第15号 

700部 ・都市横浜をめぐるさまざまな地図とその系譜 

・昭和戦前期横浜の都市生活誌（下）－横浜市磯子区の下平政

煕氏の日記から（３）昭和15～19年－ 

・元町公園内採集のタイル 

・大正・昭和期の横浜におけるフランス瓦 

 

３ 常設展事業（定款第４条第１項第１号②） 

  常設展示室の維持管理を行うとともに、「常設展示室コーナー展」として話題性のある資料や
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新収蔵資料、企画展関連資料による展示を定期的に更新し、集客と来館者サービスに努めました。 

（１）常設展示に関する実施事業 

項  目 事 業 内 容 

展示資料の更新 ・教員研修や小学校団体見学向けに、コーナー「吉田新田その

後」を常設的に設置した。 

・博物館実習の一環として、実習生による収蔵資料紹介コーナ

ー「客船黄金時代の横浜ヘ」を設置した。（8/30～11/3） 

コーナー展の開催 ・京急電鉄創立120周年記念ミニ展示「京浜電気鉄道と湘南電気

鉄道」 

3/21（水）～ 7/1（日） 

企画展「伸びる鉄道、広がる道路」の関連事業として実施。当

館で所蔵する歴史資料を中心に、同電鉄のあゆみを紹介した。 

協力：京浜急行電鉄株式会社 

・横浜の戦争孤児を救ったボーイズホーム  

2/16（土）～ 5/6（月） 

戦後横浜に多く存在した戦争孤児の保護施設、ボーイズホー

ム関連の資料群が寄贈されたことを記念し、同施設の活動に

ついて寄贈資料から紹介した。 

英文ガイドの作成 国際都市計画史学会2018横浜大会（7/15～19、会場：横浜市開

港記念会館）の開催にあわせて、横浜市立大学国際総合科学部

鈴木伸治研究室の協力を得て外国人見学者向けの英文ガイドを

作成し、試験的に配布した。 

 

（２）常設展示観覧者の推移（目標数48,000人） 

 有料入館者（人） 無料入館

者（人） 

合計 

（人） 

前年比 開館 

日数 

1日平均 

入館者(人) 一般 小中 計 

３０年度 942 663 1,605 40,287 41,892 119％ 307日 136 

２９年度 874 664 1,538 33,811 35,349 92％ 307日 115 

２８年度 970 872 1,842 36,555 38,397 111.7％ 307日 124 

 

４ 企画普及事業（定款第４条第１項第１号②） 

  昭和期を中心とした横浜の歴史をより身近で興味深く感じてもらえるよう、またより多角的な

視点から紹介できるよう、展覧会をはじめ、講座や各種イベントの開催、出版等の事業を開催し

ました。また、より多くの方に当館へ足を運んでいただけるよう、年11回の夜間開館日を設けて

午後7時まで開館時間を延長しました。 

  昨年度に引き続き、小学校団体の受け入れや市民ボランティアの活用、ユーラシア文化館や開

港資料館・市史資料室との連携、外部機関との協力に力を入れることで、幅広い事業展開を実現

しました。 
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（１）企画展の実施 

展示名／開催期間 観覧料 入館者数 目的・内容 

企画展「伸びる鉄道、広

がる道路～横浜をめぐ

る交通網」 

平成 30年 4月 14日（土）

～7月 1日（日） 

会期 68日 

一般 

300円 

小・中 

150円 

9,539人 

(目標数

6,800人) 

横浜は幕末の開港以来、日本を代表する港町として

発展した。しかし、その都市形成には海の交通はもちろ

ん、陸の交通が深く関わってきた。陸上の交通インフラ

は鉄道と道路に分けられる。近代化とともにまず鉄道が

主役で道路がそれを補完する時代となり、そして現代

の社会では鉄道と道路がそれぞれ役割を分担するよう

になっている。この企画展では、そのような横浜の交通

インフラとそのネットワークのあゆみを紹介した。 

【展示構成】 

Ⅰ 交通インフラの文明開化～「歩く道」から「鉄のレー

ル」へ 

Ⅱ 近代交通ネットワークの完成～「陸の王者」鉄道 

Ⅲ 現代の交通～高速鉄道と自動車道路の時代 

【関連事業】 

①京急電鉄創立 120周年記念ミニ展示「京浜電気鉄道

と湘南電気鉄道」 

2018（平成 30）年 3月 21日（水）～7月 1日（日） 

協力：京浜急行電鉄株式会社 

会場：当館 4階常設展示室ミニ展示コーナー 

②首都高横羽線開通 50周年記念写真パネル展「開通

した当時の横浜の高速道路」 

2018（平成 30）年 4月 14日（土）～7月 1日（日） 

協力：首都高速道路株式会社 

会場：当館 1階ギャラリー（無料ゾーン） 

③展示図録の発行 

編集：都市発展記念館、発行：ふるさと歴史財団 

体裁：A4判・並製・96頁（全カラー）、部数：1,300部（販

売用 1,000部）、価格：1,500円（税抜き） 

④展示解説の実施 

4 月 29 日（日）午後 2 時、5 月 3 日（祝・木）午後 5 時

（＊夜間開館）、同 27日（日）午後 2時、6月 10日（日）

午後 2時、同 24日（日）午後 2時 

⑤ワークショップの実施 

ジャンボ双六（「京浜急行沿線名所めぐりスゴロク」等）

など 

横浜都市発展記念館開館

15 周年記念展「奥村泰

一般 

300円 

14,035人 

（目標数

本展示では戦後横浜の街並みや占領期を生きる

人々の姿を撮影した、奥村泰宏・常盤とよ子夫妻の
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宏・常盤とよ子写真展 

戦後横浜に生きる」 

平成 30年 10月 6日（土）

～平成 30 年 12 月 24 日

（月・祝）  

会期 69日                  

小・中 

150 円 

8,000人) 写真を展示するとともに、関連する歴史資料を展示

し、当該期における横浜の社会的諸問題にも焦点を

当てて、各テーマについて紹介した。 

【関連事業】 

① 展示図録の編集・発行 

 定価：1,400円（税抜）、売上：699 冊 

② 展示担当による展示解説 

第 1回（11/3夜間）35名、第 2回（11/18）29名、

第 3回（12/2）61名、第 4回（12/16）59名、第

5 回（12/22 夜間）48 名、第 6 回（12/24）51 名 

計 283名。 

③  関連展示「聖母愛児園分園『ファチマの聖母少

年の町』の記録」 

 会場：1階ギャラリー 

④ ワークショップ「昔の遊びを体験しよう！」 

会期中の毎週土日・祝日に開催 

次年度企画展準備   次年度開催予定の企画展「昭和の観光旅行きっぷ」

（仮）、「洲干島遺跡展」（仮）に向けて資料調査を実

施した。 

   

          展示解説               常盤とよ子氏来館 

（２）企画展示室観覧者の推移                            （人） 

 有料入館者 無料入館者 合計（人） 前年比 開館日数 1日平均入館者 

３０年度 7,516 16,058 23,574 152.0％ 136 173 

２９年度 4,215 11,293 15,508 87.1％ 137 113 

２８年度 3,713 14,092 17,805 132.2％ 136 131 

 

（３）普及啓発事業・集客イベント 

事業名称 参加者数 事 業 内 容 

首都高横羽線開通 50 周年記念

写真パネル展「開通した当時の

横浜の高速道路」 

 企画展「伸びる鉄道、広がる道路」の関連事業として

実施。横羽線を中心に当時、続々と供用を開始した横

浜の高速道路を振り返った。 
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H30.4.14（土）～7.1（日） 協力：首都高速道路株式会社 

会場：1階ギャラリー 

開港記念日 

H30.6.2（土） 

1,894人 市内の小学校が休みとなる 6月 2日の開港記念日を無

料開館日とし、通常の企画展関連ワークショップに加

えて、小学生向けのワークショップを開催した。また

夜 7時まで開館時間を延長した。 

活動支援ボランティアによる支援（７人） 

「ミュージアム・ミッション

2018」への参加 

 H30.7.21（土）～8.31（金） 

90人 神奈川県立歴史博物館が主催する夏休み期間中の子ど

も向けクイズラリー「ミュージアム・ミッション

2018」に参加した。 

夏祭りの開催 

H30.8.11（土・祝） 

1,099人 ユーラシア文化館と共催。無料開館および夜 7時まで

開館時間を延長した。 

建物ツアー、民族衣装試着体験、牛乳パックで作ろうス

クリュー船、大道芸、缶バッジ制作など。 

活動支援ボランティアによる支援（10人） 

月イチ講座の開催 149人 1階ギャラリーを活用した月１回の定例の講座を、ユーラシ

ア文化館と共同で開催した。 

第 4回「戦争捕虜となった横浜市民の記録」（7/7、16人） 

第 5回「戦後モダニズム建築と横浜」（8/18、46人） 

第 6回「横浜市の地形」（9/15、35人） 

第１０回「建築家中村順平と横浜高等工業学校」（1/12、16人） 

第１１回「戦後横浜の諸相（5） 横浜の戦争孤児を救った日

本厚生団」（2/16、19人） 

第１２回「横浜の交通」（3/23、17人） 

開館祭の開催 

H31.3.9（土）・10（日） 

 

2,706人 ユーラシア文化館と共催。両日無料開館。3/9（土）は

夜 7時まで開館時間を延長した。 

建物見学ツアー、なつかしの街頭紙芝居、馬頭琴演奏会、

民族衣装試着体験、オリジナル新聞の製作（新聞博物館

との連携）、大道芸・缶バッジ制作など 

活動支援ボランティアによる支援（延べ 13人） 

  

         建物見学ツアー              なつかしの街頭紙芝居 
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（４）地域・行政・学術団体との連携事業 

項   目 事 業 内 容 

横浜セントラルタウン・フェス

ティバルY159への参加 

5/26（土）、5/27（日） 

中区の商業団体が開催する横浜セントラルタウン・フェスティバ

ルY159に、山下公園通り会として開港資料館・ユーラシア文化館

と共同で参加し、両日無料開館した。うち26日は午後7時まで開館

時間を延長した。2日間の入館者数5,898人。 

横浜市新市庁舎屋外展示解説パ

ネル製作への協力 

建設中の横浜市新市庁舎で予定されている屋外展示について、展

示される遺構の解説パネルおよび総合展示パネルの作成業務を

横浜市から受託した。 

展示監修 横浜DeNAベイスターズの依頼により、横浜スタジアム改修工事現

場の仮囲いに掲示される「横浜公園球場の歴史」の内容について

監修した。 

地方史研究協議会神奈川大会の

共催 10/20（土）～22（月） 

第69回地方史研究協議会神奈川大会を地方史研究協議会との共

催で開催した。（会場：横浜市開港記念会館） 

「広報よこはま なか区版」への

執筆協力 

中区に関する歴史資料を紹介する連載記事「歴史の散歩道」を、

「広報よこはま なか区版」に開港資料館と共同で執筆した。 

 

（５）学校連携事業 

項   目 事 業 内 容 

市内小学校団体見学の受入 小学校4年生のカリキュラムで学習する吉田新田にあわせて、「吉

田新田の開発とその後」（関外地区の発展）をテーマに、職員によ

る解説とミニ体験のメニューを実施。130校、11,282人の小学校4年

生の団体入館があった。（前年度108校、9,849人） 

教員向け研修の実施 財団エデュケーターと内容を検討し、小学校4年生向けのメニュー

「吉田新田の開発とその後」について、夏休みに小学校教員向けの

研修を実施した（参加者40人）。 

学芸員実習の受け入れ 4名の学生を受け入れた。実習生を主体としてミニ展示を企画して

もらい、学芸員の仕事について総合的な理解を深めてもらうと同

時に、当館の展示事業のひとつにつなげた。 

   

           吉田新田学習              教員向け研修 
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（６）広報 

項   目 事 業 内 容 

印刷物作成 年2回の催し物案内、企画展関連広報印刷物、館報を中心に、適宜

イベントチラシを作成・配布を行った。 

・横浜都市発展記念館催し物案内（館案内リーフレット） 

・企画展ポスター・チラシ 

・館報『ハマ発Newsletter』第30、31号（各10,000部） 

・その他、月イチ講座、夏祭り、開館祭チラシなど 

優待カードの発行 年間パス「ＥＡハマ発カード」の販売を継続した。 

年会費 １，５００円 

その他広報 横浜市を通じての記者発表 

横浜市文化観光局の媒体を通じての広報活動 

市内学校・公共施設へのチラシ配布 

日本大通り駅改札外・市営地下鉄関内駅改札外掲示板へのポスタ

ー掲出 

ホームページ・ブログによるインターネットでの情報配信 

テレビ・ラジオ・ケーブルテレビ・インターネット等放送媒体へ

の情報提供、取材受入 

新聞各社・雑誌・タウン情報誌・旅行情報誌・その他広報誌等へ 

の情報提供、取材受入 

市内観光案内所へのチラシ訪問配布 

市外都市旅行代理店への施設説明 

フィルムコミッションへの協力による撮影場所としてのＰＲ 

 

５ 情報事業（定款第４条第１項第１号②） 

インターネット等を利用して、歴史資料及び展示等に関する情報を提供するために、データの

入力等を行い、文化財情報の発信に関わる機器類の保守管理を行いました。 

項   目 事 業 内 容 

ホームページ運営 新着情報の発信 

企画展示案内の更新 

館報『ハマ発Newsletter』の全文掲載 

ミュージアムショップの案内（刊行物・グッズ） 

新規コンテンツの作成：「横浜地図データベース」「『広報よこはま』

記事見出し一覧」 

メールニュース配信 企画展の情報を中心に、関連イベントや月イチ講座、ショップの新

商品などの内容を盛り込んだメールニュースを定期的に配信した。 

配信数 ５８号～６２号＋号外１回 計６回 
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ブログでの情報発信 催し物案内や、企画展の見どころ、日常業務などを、各担当者が写

真付きでタイムリーにブログで発信した。 

記事総数 ８件 

 

６ 都市発展記念館施設維持事業（定款第４条第１項第１号③） 

  都市発展記念館の維持管理及び運営を行いました。 

管理対象施設 事業内容・所在地など 

都市発展記念館 施設の維持管理 

・主な修繕：業務用EV下ピットの除水、5F（情報文化センターと

の接続部）天井ガラス部分のひび割れ補修、収蔵庫の空調室外機

工事など。 

 

７ 都市発展記念館・ユーラシア文化館収益事業（定款第４条第１項第２号） 

（１）ミュージアムショップの経営 

① オリジナル商品として、各企画展図録や刊行物のほか、複製地図・絵葉書・DVD・クリアファイ

ルなどを販売した。企画展「伸びる鉄道、広がる道路」にあわせ新規に絵葉書を作製した。 

② 委託商品の販売 

   各企画展に合わせ、一押し商品を目立つところに配置。同じジャンルの書籍を委託・オリジナル

関係なく、興味関心のある人がまとめて買いたくなるよう陳列にも工夫した。 

（２）自動販売機（１台）の設置 

 

＜各事業の推移＞                                （千円） 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

ミュージアムショップ売上 ７，１７３ ６，３９０ ５，５１４ 

自動販売機手数料収入 ８５ ８５ ８９ 

 

 

  事業別評価  

 

事業名称 実施概要 評価 

資料収集保管事業 寄贈を中心に、3,000点以上の資料を収集した。

なかでも奥村泰宏・常盤とよ子氏の写真が寄贈さ

れたことで、戦後写真コレクションの一層の充実

につながった。 

Ｓ 

調査研究事業 開港・市史と３館による定期的な研究会を充実さ

せ、中心的な役割を担った。調査研究の成果は企

画展・紀要等で公表し、高い評価を受けた。 

Ａ 

常設展事業 年間の来館者数は、41,000人を超えた。新規寄贈

資料や企画展の関連資料をコーナー展示で紹介
Ｂ 



 55 

するなど集客につとめ、常設展示がマンネリ化し

ないようにつとめた。 

企画普及事業 2 回の企画展示はいずれも好評であり、年間の総

入館者数は前年比150％の23,000人を記録した。

またいずれも展示図録の売り上げが好調で、事業

収入でも目標を大幅に上回った。 

Ｓ 

情報事業 ホームページでの新規コンテンツ「横浜地図デー

タベース」、「『広報よこはま』記事見出し一覧」の

公開準備を進めた。 

Ａ 

施設維持事業 施設の老朽化が進み大幅な更新が必要な個所が

出始めているが、日々の運営を滞らせることなく

円滑な運営に努めることができた。 

Ａ 

収益事業 

 

企画展の入館者増に準じて、図録の売り上げも順

調に伸びたことにより、ミュージアムショップの

収益増につながった。 

Ａ 

 

 

５ ユーラシア文化館事業  

本年度は、国際都市横浜の博物館として、市民の異文化理解を一層進めていくため、大学をは

じめ、他の研究機関や博物館、諸施設と連携した展覧会やイベントを積極的に実施すると共に、

学校教育との連携にも積極的に取り組みました。 

展覧会では、大学や他の博物館などと連携・協力した、企画展「バリを抱きしめて―暮らして

集めた伝統衣装―」と「博士の愛した中国陶磁―美と技の5000年―」を開催し、図録を刊行しま

した。また、8回の夜間開館延長を実施しました。 

常設展示では、一部を企画展に合せて展示替えし、資料を初公開するなどして、収蔵資料の公

開と学校教育への協力を行いました。 

調査研究では、収蔵資料の基礎的研究や展覧会へ向けての調査研究とともに、歴史博物館や館

外の研究者と協力してユーラシア概念の一般化を目指す研究も継続して進めました。学校との連

携では定着した小学４年生の学校団体見学利用に加え、当館独自の取組として、小学２年生の国

語学習（「スーホの白い馬」）と関連付けて、ゲルを活用した学校団体の見学及び馬頭琴・民族衣

装の体験を積極的に進めました。 

普及啓発事業では、１階のフリースペース（ギャラリー、旧第一玄関）や中庭を活用し、各種

パネル展、企画展に関連した写真展やワークショップ、ユーラシア文化館・都市発展記念館専門

職員の連続講座（月イチ講座）など多様な催しを実施しました。さらに、5月26日・27日のY159、

6月2日の開港記念日、夏期の夏まつり、３月の開館祭を無料開館とし、市民の方が当館を身近に

感じていただけるような様々なイベントを展開し、多くの方々の来館を得ました。イベントに

は、市民ボランティアを受け入れるとともに、国際フェスタへの参加や、館の外での活動にも取

り組みました。 
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１ 資料収集保管事業（定款第４条第１項第１号①） 

  ユーラシアの考古・美術・民族・歴史資料および文献等を分類・整理するとともに、良好な状

態で保管するため、収蔵庫や展示室を常に適切な状態に保つよう環境検査を行いました。 

（１）資料収集・保存 

項  目 点  数 事 業 内 容 

資料の寄贈・寄託 寄贈143点 

寄託0点  

主な収集資料：ウズベキスタンの陶器、横浜華僑婚礼関

係資料、白虎文塼拓本ほか 

資料の購入 0点 

 

資料熟覧     3件 他機関の研究員による調査研究や大学の保存修復講座

の学芸授業などに対応した。 

文献資料熟覧   2件 『文物』ほか 

資料の貸出 4件 他館特別展等への収蔵資料の貸し出しおよび小学校への

学習教材（民族衣装、馬頭琴など）の貸出しを行った。 

収蔵資料の画像利用     1件 古代文字研究者の調査研究 

 

（２）文献資料の整理  

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

和・洋図書 書誌データの入力を行った。入力確認件数 33件 

中国語図書 書誌データの入力を行った。入力件数 941件。OPACにて公開開始。 

洋雑誌 未着手。 

和雑誌 書誌データの入力を行った。入力件数 467件 

 

（３）資料収集実績 

区  分 購入 複製 寄贈 寄託 合計 累計 

考古・美術・民族・
歴史資料 

0 
（－） 

0 
（－） 

142 
(70) 

0 
（7） 

142 
（77） 

8,809 
（8,667） 

図書 
1 

（1） 
0 

（－） 
969 

（351） 
0 

（0） 
970 

（352） 
22,462 

（21,492） 

雑誌 0 
（0） 

0 
（0） 

35 
（76） 

0 
（0） 

35 
（76） 

8,299 
（8,264） 

電子資料 0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（2） 

0 
（0） 

0 
（2） 

19 
（19） 

合  計 1 
（1） 

0 
（0） 

1,146 
(499) 

0 
（7） 

1,147 
 (507) 

39,589 
（38,442） 

累計 899 2 38,508 180 39,589  

 ※（ ）内は、前年度点数。 

（４）資料の保管  

    項   目        目的・意図 及び 内容・成果 

保存燻蒸処理 「ふくろう君」（文化財用炭酸ガス）による資料の燻蒸に加え、

外部燻蒸庫を借用して酸化プロピレンを使用した殺虫殺菌燻蒸

を実施した。 
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環境検査 虫菌による被害を未然に防ぎ、大気・塵埃・光線等の影響を最

小限に抑えるため、年６回の環境検査を実施した。 

 

（５）資料保管施設 

保管施設 保 管 資 料 

都市発展記念館・ユーラシア文化

館収蔵庫（200㎡） 

考古・美術・民族・歴史・文献資料を収蔵。  

外部倉庫（大黒ふ頭） 図書（江上文庫の重複本など）、販売用出版物などを収蔵 

 

２ 調査研究事業（定款第４条第１項第１号） 

 収集資料の整理、企画展や講演会の基礎的資料収集・調査研究を行い、十分な成果を上げてき

ています。また、ユーラシア概念に関する歴史博物館との共同研究については、30年度も継続し

て実施しました。 

（１）基礎的調査研究  

項   目 目的・意図 及び 内容・成果 

収蔵資料と関連資料の

研究（３／５年） 

国内及び海外の博物館等にてイスラーム時代のガラスや陶器資料を実見

し情報を収集した。円筒印章の整理は未着手である。 

横浜市内にあるユーラ

シア関連資料の調査・研

究 

（３／５年） 

市民からの新たな寄贈・寄託の申し出への対応を優先したため、画像の

デジタルアーカイヴズへの公開には至らなかったが、市民から寄贈を受け

た中国古鏡関連資料に基づいて構築･公開した銘文データベースを更新した

ほか、旧蔵者の古鏡銘文に関する研究成果を紀要で公開した。 

遊牧世界の物質文化の

研究（３／５年） 

外部研究会に参加して知識を深め、館内外の講座などの内容に反映させた

。紀要第7号に当館収蔵の関連資料を紹介し、また同分野の研究者の論文を掲

載した。無料配布用の小冊子『草原のくらし』を刊行した。 

ユーラシア概念をめぐ

る研究（３／５年） 

歴史博物館と連携し、共同研究会を実施。歴史博物館学芸員および外部研

究者の協力を得て、日本や東アジアを含むユーラシア諸地域の文化交流につ

いての最新調査研究成果を共有した。各研究報告については、当館紀要にて

要旨を公開している。（歴史博物館との連携事業） 

お茶の展開ルートに関

する研究（３／３年） 

館蔵資料の整理を行った。 

「唐物」と東部ユーラシ

アに関する研究（３／３

年） 

上記「ユーラシアの概念をめぐる研究」に関連して行われた「唐物」をテ

ーマにした研究発表を、紀要第 7 号に論文として掲載した。 

平成 31 年度以降開催予

定の企画展調査 

３１年度以降の企画展に関し、基礎的な調査や資料所蔵先との交渉などを行

った。 

 

（２）研究紀要の発行 

『横浜ユーラシア文化館紀要』第７号（A4判、100頁、400部）を発行。 
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３ 常設展事業（定款第４条第１項第１号②） 

  常設展示室において、企画展と連動した展示替えを行いました。また、展示資料に関連するク

イズを配布するなど、集客とサービスの向上を図りました。展示ケース照明の修繕を行うととも

に展示室全体の照明の見直しを行い、見易く雰囲気のよい展示室への改善に努めました。 

（１）常設展示室での実施事業 

項  目 事 業 内 容 

展示更新 ・企画展やイベントに合せて、入口ケース、「装う」、「伝える」の展示替えを

行った。また、新年の干支に合わせて館蔵品の拓本「狩猟図」を期間限定で展

示した。 

・企画展やイベントにあわせて、ライブラリーに関連図書を配架した。 

 

（２）常設展示観覧者の推移（目標数 40,000人） 

 有料入館者（人） 無料入館

者（人） 

合計 

（人） 

前年比 開館 

日数 

1日平均 

入館者(人) 大人 小中 計 

３０年度 912 441 1,353 40,143 41,496 117.5% 305日 136.0 

２９年度 985 589 1,574 33,730 35,304 93.0% 305日  115.8 

２８年度 855 569 1,424 36,534 37,958 113.8% 306日  124.0 

 

４ 企画普及事業（定款第４条第１項第１号②） 

都市発展記念館と二施設一体となって市内学校団体受入や、市民ボランティアの活用によるワー

クショップの充実、各種イベントを実施しました。また、より多くの方に当館へ足を運んでいただ

けるよう、年間８回、午後7時までの延長開館日を設けました。 

（１）企画展の実施 

企画展名/開催期間 観覧料 入館者数 目的・意図 及び 内容・成果  

企画展 

「バリを抱きしめて 

－暮らして集めた伝統

衣装」 

H30.7.14(土)～

9.24(月) 

会期 73日間（うち開館

日数 63日） 

一般 

300円 

小中 

150円 

5,682人 

（目標数 

5,500 人） 

１日あたり             

103人           

武居郁子氏のコレクションである、伝統衣装に用

いる布や装身具類約 300点を通して、バリの知られ

ざる儀礼と文化を紹介した。バリの伝統衣装をテー

マにした展示は当館で、また国内でも初めての実施

であったが、アンケート回答などから多くの方がバ

リや民族衣装に関心を持っていることがわかった。 

（日本・インドネシア国交樹立 60周年記念事業） 

●展示図録の編集・発行 

展示図録『バリを抱きしめて』21×18 cm、64頁 

定価：1,000円（税抜）、売上：206冊 

【関連事業】 

①ギャラリートーク（7/14（2回）、7/22、8/19、8/26、

9/2、9/16、9/17、9/21夜間 会期中 9回） 

参加者 336人（観覧券のみ） 

②スライドレクチャー（8/25） 
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参加者 20人（参加費 500円） 

③舞踊ワークショップ（8/26） 

参加者 20人（参加費 1,000円） 

④ワークショップ（ボランティア参加） 

a.バリの衣装を着てみよう！ 

b.ガムランを体験！ 

土、日、祝日開催 参加者延べ 1,129 人 

企画展 

「博士の愛した中国陶

磁―美と技の 5000年―」 

H31.1.19（土）～ 

3.31（日） 

会期 72日間（うち開館

日数 62日） 

一般 

300円 

小中 

150円 

8,667人 

（目標数 

8,900 人） 

１日あたり             

139人 

当館開館 15周年を記念し、開館 20 周年を迎えた

早稲田大学會津八一記念博物館との共催で、両館収

蔵の中国陶磁の優品約 70 点を制作年代に沿って展

示し、新石器時代後期から近代に至る陶磁器の歴史

を展観しその魅力を紹介した。会期中に展示資料の

スケッチを取り入れたワークショップと、日本を含

む東部ユーラシアをテーマにした記念講演会を行

う。中国の春節を紹介する写真展を同時開催する。  

（早稲田大学會津八一記念博物館と共催、會津八一

記念博物館が 175万円負担） 

●展示図録『博士の愛した中国陶磁―美と技の 5000

年―』A4 判、80頁、1,389円（税抜き）を早稲田大

学會津八一記念博物館と共同出版。 

【関連事業】 

①ワークショップ（ボランティア参加） 

a.お気に入りはどれ？  

会期中毎日実施、参加者 334人 

b.美術記者にチャレンジ！（日本新聞博物館と連携）

会期中計 18回実施、参加者 10人 

②ギャラリートーク 

 会期中 6回実施 参加者数 計 183 人 

③記念講演会「東部ユーラシアの中の日本―文物の

交流にみる―」（2/10） 

受講者 82人（受講料 500円） 

④横浜中華街春節写真展１階ギャラリー（無料ゾ

ーンで開催 

企画展基礎調査   来年度開催予定企画展の基礎調査を行った。 

 



 60 

      

 

 

 

（２）企画展示室観覧者の推移                             （人） 

 有料入館者 無料入館者 合計 前年比 開館日数 1日平均入館者 

３０年度 3,456 11,017 14,473 88.7% 126 115 

２９年度 3,698 12,614 16,312 102.6% 124 132 

２８年度 3,993 11,912 15,905 98.4% 122 130 

  ※H30年度の観覧者については、H29年度に実施した企画展「魅惑のランプ－古代地中海からヨーロッパ、アジア・日

本まで－」の会期（H30.1.20～H30.4.1）のうち、H30.4.1の入館者分を含む。 

（３）講座・講演会 

項   目 参加者数 内   容 

月イチ講座の開催 92人 1階ギャラリーを活用し、気軽に参加できる講座を月に一回

開催した。都市発展記念館と連携。 

第１回「ユーラシア世界のランプ」（4/7  7人） 

第２回「ラクダの造形」（5/19  7人） 

第３回「『シュリーマン直筆幕末日記』研究余話」（6/23 24人）  

第４回「横浜の中国人墓地」（10/20 20人） 

第５回「初期騎馬遊牧民の動物紋様」（11/17 19人） 

第６回「マルコ・ポーロと『東方見聞録』西アジアから中央ア

ジアへ」（12/8 15人） 

（４）普及啓発 

項   目 参加者数 事 業 内 容 

「なか区ブックフェスタ

」への参加 

H.30.10.1～11.30 

9,625人 

期間中の常設

展観覧者数 

常設展示室入口にモンゴル民話「スーホの白い馬」に登

場するモンゴルの生活道具などを展示し、室内のライブラ

リーにモンゴル関連の図書コーナーを作った。 

「ゲルに集まれ！」 

H30.9.29（日）～10.8（月・

祝）うち開館日数 9日 
 

 

参加者計

680人 

市民、ボランティアと共に中庭にゲルの組立を行うと共

に、馬頭琴の展示やモンゴル衣装の試着等を行った。 

・衣装試着（5 日間）294 人・解説（3 回）78 人・演奏会

（10/8）204人・演奏体験（10/8）104人 

夏まつり 

H30.8. 11（土） 

1,099人 都市発展記念館と連携し、全館無料の「夏まつり」を開

催。市民ボランティアの協力を得てイベント・ワークショ

ップを実施し、開館時間を 19時まで延長した。 

展示関連１階ギャラリー  

横浜中華街春節写真展 

企画展関連ワークショップ 

バリダンス 

企画展記念講演会 

東部ユーラシアの中の日本 



 61 

・バリの衣装を着てみよう！ガムランを体験！〔情文プラ

ザ〕 

・夏休みユーラシア新聞を作ろう！ 

・牛乳パックで作ろうスクリュー船〔1階図書コーナー〕 

・記念缶バッジ作り〔1階図書コーナー〕 

・大道芸〔エントランス〕 

・企画展示解説・建物トワイライトツアー 

よこはま国際フェスタ

2018 

H30.10.6(土)  

114人 よこはま国際フェスタ2018に参加し、オリジナル缶バ

ッジ作り、シャガイ占い、物品販売を実施。博物館実習

生の協力を得た。 

開館祭 

H30.3.9(土)・10（日） 

2,706人 都市発展記念館と連携し、全館無料の「開館祭」を開催。

市民ボランティア・市民グループの協力を得てイベント・

ワークショップを実施。10日は 19時まで開館時間を延長。 

・企画展関連ワークショップ 

・スーホ―の服を着てみよう！〔情文プラザ〕  

・オリジナル新聞をつくろう！協力: 日本新聞博物館  

・モンゴルの童話 おはなし会 〔情文プラザ〕 

読み手： ことりの会、中図書館ボランティアグルー

プ・モックの会 協力： 中図書館 

・馬頭琴 きける！ひける！演奏会 〔情文プラザ〕 

演奏： 宮原洋子 協力: 天馬の会 

・なつかしの街頭紙芝居〔図書コーナ〕 

・建物ツアー（施設案内） 

・大道芸〔中庭〕 

 

（５）学校連携事業 

項   目 事 業 内 容 

市内学校団体見学の受入 ・国語学習（「スーホの白い馬」）に関連して、小学校教２年生全員

にチラシを配付し、日時を決めてゲルの解説、馬頭琴・民族衣装の

体験を実施したほか、学校単位の解説申込にも対応した。 

２校 237人 

・小学校校向けに教材の貸出を行った。２校 

国際フェスタにブース出展 馬頭琴コンサート 夏祭り ガムラン体験 
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・小学校４年生のカリキュラムで学習する吉田新田にあわせて、

「吉田新田の開発とその後」（関外地区の発展）をテーマに、都市

発展記念館と連携し、職員による解説と体験メニューを実施した。 

130校 11,282人（前年度小学校4年生108校 9,849人）  

教員向け研修の実施 財団エデュケーターと連携し、吉田新田の学習をはじめとする

教員向け研修を実施した。 

学芸員実習の受け入れ 12名の学生を受け入れた。企画展準備や実習により、学芸員の仕

事について総合的な理解を深めると同時に、当館イベントスタッ

フとして活躍した。 

 

 

 

（６）市民協働事業 

項   目 事 業 内 容 

市民ボランティアによるワーク

ショップの実施 

歴史博物館活動支援ボランティアによる当館でのワークショッ

プなどを実施した。 

・ワークショップのべ活動人数 計 353人 

・ゲル建てのべ活動人数 計 9人 

・夏祭りイベントのべ活動人数 計 10人 

・開館祭のべ活動人数 計 13人     

 

（７）広報 

項   目 事 業 内 容 

印刷物作成 都市発展記念館・ユーラシア文化館個々で作成していた館紹介

リーフレットと半期ごとの催し物案内を、大きく見やすいものに

統合して刊行。常設展示室の案内リーフレットについては、アク

セスなどをわかりやすく改善して、配布した。館報については、継

続して配布した。 

・横浜ユーラシア文化館催し物案内（館案内リーフレット） 

・常設展示室案内の改定（リーフレット） 

・企画展ポスター・チラシ 

・館報『横浜ユーラシア文化館ニュースNews From EurAsia』 

第29・30号（各8,000部） 

学芸員実習生によるイベント補佐 小学校４年生団体への 

吉田新田解説 

小学校２年生団体の 

スーホーの白い馬学習 
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・無料配布用の小冊子『草原のくらし』（5000部）（よこはま地域文

化遺産デビュー・活用事業実行委員会と共同発行） 

優待カードの発行 年間パス「ＥＡハマ発カード」の販売を継続した。 

年会費 1,500円 

その他広報 ・横浜市を通じての記者発表。 

・市内学校・公共施設へのチラシ配布。 

・日本大通り駅改札外・市営地下鉄関内駅改札外掲示板へのポスタ

ー掲出。 

・ホームページ・ブログによるインターネットでの情報配信。 

・テレビ・ラジオ・ケーブルテレビ・インターネット等放送媒体へ

の情報提供、取材受入。 

・新聞各社・雑誌・タウン情報誌・旅行情報誌・その他広報誌等へ

の情報提供、取材受入。 

・市内観光案内所へのチラシ訪問配布。 

・市外都市旅行代理店への施設説明。 

・フィルムコミッションへの協力による撮影場所としてのＰＲ。 

・近隣へのダイレクトメール発送。 

 

５ 情報事業（定款第４条第１項第１号②） 

インターネット等を利用して、調査研究・展示・出版・講演会・ミュージアムショップなどに

関する情報を提供するために、データの更新等を行い、情報の発信に関わる機器類の保守管理を

行いました。 

項   目 事 業 内 容 

簡易検索端末・文献検索端末 資料：常設展示室における主な展示資料を検索できる端末の設

置を継続した。 

文献：館蔵文献の OPAC公開を継続・拡充した。 

メールニュースの配信 希望者に対するメールニュースの配信を行った。 

インターネットによる情報公開 財団開設のホームページ上で、財団各施設案内をはじめ、展示・

催し物・刊行物の広報や、収蔵資料・図書文献資料等の紹介を

行った。 

アクセス件数 合計１５３,９６０件（前年度の 140 %） 

 

６ ユーラシア文化館施設維持事業（定款第４条第１項第１号③） 

  ユーラシア文化館の維持管理及び運営を行いました。 

管理対象施設 事業内容・所在地など 

ユーラシア文化館 施設の維持管理 

・主な修繕：横浜市による中長期寿命化修繕計画による外壁及び

エレベーター塔工事を実施。 
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７ 都市発展記念館・ユーラシア文化館収益事業（定款第４条第１項第２号） 

（１）ミュージアムショップの経営 

① オリジナル商品として、各企画展図録や刊行物のほか、絵葉書・メモ帳・クリアファイルなどを

販売した。 

② 委託商品の販売 

   各企画展や各種のイベントに合わせ、一押しの商品を目立つところに配置した。同じジャンルの

書籍を委託・オリジナル関係なく、興味関心のある人がまとめて買いたくなるよう陳列にも工夫し

た。 

   マニラ展を契機としてフェアトレード商品を取り扱い、今までとは違う商品展開と社会貢献にも

寄与することができた。 

（２）自動販売機（１台）の設置 

 

＜各事業の推移：再掲＞                             （千円） 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

ミュージアムショップ売上 ７，１５６ ６，３９０ ５，５１４ 

自動販売機手数料収入 ８５ ８５ ８９ 

 

 事業別評価  

事業名称 実施概要 評価 

資料収集保管事業 資料収集及び整理は地道ながら着実に進捗し

た。資料の熟覧や他館への貸出など、外部利用

者へのサービスも適宜対応した。 

Ｂ 

調査研究事業 計画していた調査研究については、概ね予定ど

おり進捗することができた。歴史博物館と共同研

究を実施する中で、外部研究者と、新たな調査研

究の成果を共有した。 

Ｂ 

常設展事業 常設展については、部分的な展示替えや展示資

料に関連したクイズを配布するなどの工夫を行

うとともに、企画展に合わせ展示内容を連動させ

るなど集客を図った。 

  Ａ 

企画普及事業 財団内外と連携して２回の展覧会を開催し、好

評を得るとともに、他機関と共催するなど経費削

減にも努めた。また今年度も、都市発展記念館と

一体となって、市内学校団体受入や、市民ボラン

ティアの活用によるワークショップの充実、各種

イベントの実施など、多様な催しを実施した。学

校連携では、ゲルを利用した教員向け解説などを

新規に始めた。 

Ａ 
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情報事業 定期的なメールニュースの発行、ＨＰを利用し

た情報発信に加えて、新聞等のマスコミを活用す

るとともにイベントごとに追加でチラシを作成・

配布するなど広報強化に努めた。 

Ａ 

施設維持事業 展示ケース内のランプを LED に交換し、光熱

費の削減につながった。また、施設の老朽化が進

み大幅な更新が必要な個所が出始めているが、

日々の運営を滞らせることなく円滑な運営に努

めることができた。 

Ａ 

収益事業 オリジナル新商品の開発や、企画展の開催に合

わせ、関連書籍やグッズの販売などを積極的に行

った結果、ミュージアムショップの収益増につな

がった。 

Ａ 

 

 

６ 三殿台考古館事業  

 国指定史跡である三殿台遺跡への理解を一層深めるとともに、施設の特色を発揮し、地域や市

民により親しまれる施設を目指し、各種事業に取り組みました。 

 資料収集保管事業では、整理ボランティアによる出土品基礎整理を継続しました。発掘調査から

半世紀以上が経ち、劣化の著しい写真等の記録資料をデジタル化することで資料の保全に努めまし

た。調査・研究事業としては、出土品再整理作業を継続して行ない三殿台遺跡の再評価をしました。 

常設展事業では、職員による学校団体などへの展示室の解説を行うとともに、住居跡保護棟の維

持管理を適切に行いました。さらに 11 月下旬から行われた復元竪穴住居の建替え工事により縄文

時代と弥生時代の復元住居が新築され、安全できれいな状態で市民の皆さんに見ていただけるよう

になりました。 

企画普及事業として、リーフレットを配布するとともに、火起こし・勾玉作り・土偶作り・土器

作り・石器作り体験教室、古代人体験教室、キャンプ in 三殿台など、さまざまな体験教室を館内

で開催するほか、学校や地域へ職員を派遣し連携を図りました。これらのイベント等の開催は、ホ

ームページや広報紙等活用し、周知に努めました。 

市民協働事業として、市民ボランティアによる収蔵資料の再整理を行うとともに、ボランティア

による土曜・日曜日の常設展示・遺跡ガイドを継続実施しました。刊行物・缶バッジ・土器片ペン

ダント・オリジナルクリアファイル・勾玉づくりキットを販売し、収益増加を図りました。 

施設の管理運営面では、旧事務棟・展示棟・住居跡保護棟・復元住居・擬木標示遺構の維持管理

を適切に実施するとともに、成長した樹木の伐採など、安全性の確保に努めました。 

 利用者促進事業の一環として、「ダイヤモンド富士観察会」・「弓矢撃ち体験」（無料）を実施した

結果、総来館者数は、例年に比べ夏の酷暑や冬の厳しい寒さの日が続いたにも関わらず、前年度と

ほぼ同様の 14,960 人とすることができた。今後もさまざまな工夫をし、市民サービスの向上、他

施設・近隣学校などとの連携や市民協働による普及活動を継続していきます。 
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１ 資料収集保管事業・調査研究事業（定款第４条第１項第１号①） 

保管資料について整理・分類・デジタルデータ化等を行い、資料の保全を図りました。 

（１）保管資料再整備事業 

 

（２）調査研究事業 

項   目 事 業 内 容 

三殿台遺跡の再評価 出土品の整理作業（分類・接合・復元・実測）を行った。この事業は

市民ボランティア育成事業と関連付けて行っている。 

三殿台考古館収蔵資料の活

用 

三殿台遺跡発掘調査の映像資料（DVD）を小学校団体見学の事前学習

用に貸出した。また、小学６年生の学校見学の際、土器片や石器など

の収蔵物を手にとって観察できるようにし、小学生の歴史教育に活用

した。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 常設展事業（定款第４条第１項第１号②） ３０年度観覧実績 １４，９６０人 

 遺跡・常設展示室・竪穴住居跡保護棟・復元住居・北側貝塚の維持管理を行うとともに、団体お

よび一般来館者見学時に、遺跡や展示品について解説を行いました。 

（１）常設展示の維持管理と展示内容の充実 

項   目 事 業 内 容 

遺跡案内・展示解説

の実施 

団体および一般来館者見学時に、遺跡・住居跡保護棟・復元住居・展示室・

北側貝塚について、職員が 2,817人に遺跡案内・展示解説を行った。 

 

（２）住居跡保護棟の適切な保全 

項   目 事 業 内 容 

住居跡保護棟のメン

テナンス等 

竪穴住居跡保護棟のメンテナンスを委託し、適切に実施した（９回）。ま

た、住居跡保護棟の窓ガラス８枚に低反射フィルム貼付工を実施し、反

項   目 事 業 内 容 

出土品保管再整備事業 横浜市歴史博物館で開催する企画展に向けて、弥生時代中期後葉

を中心に再整理作業を行った。作業には整理ボランティアの協力

を得た。 

記録資料のデジタルデータ化 

事業 

三殿台考古館保管の測量図面・写真類のデジタルデータ化を継

続。遺構が不特定な写真について、特定作業を進めた。 

図書資料の受入れと整理 寄贈された図書を整理分類し、120冊の受入れを行った。 

ボランティアによる

整理作業 
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射による内部の観察障害を軽減した（８年間の実績：64/72 枚）。 

 

３ 企画普及事業（定款第４条第１項第１号②） 

 市民や来館者に遺跡への理解を深めてもらえるように、解説や体験学習を実施し、生涯学習活動

を支援しました。また、施設の有効利用と認知度・顧客満足度を高めるための事業を実施しました。 

（１）企画普及事業 

項   目 参加人数 事 業 内 容 

「いそっぴゴールデンウィーク

スタンプラリー」への参加 

62人 4月21日から5月6日の期間で、「いそっぴゴールデン

ウィーク2018スタンプラリー」に参加した。景品交

換者は35人。 

スタンプラリーに合わせてゴールデンウィーク体験

教室を開催した。参加者 34人 

「子どもアドベンチャー2018」

への参加 

32人 

 

「子どもアドベンチャー2018」に参加し、火起こ

し体験教室を開催した（８月 16日）。 

参加者32人（付添保護者34人） 

三殿台遺跡整理ボランティア 574人 三殿台遺跡の再評価を目標にして活動している。弥

生時代中期の遺構を中心に、土器片の分類・接合・復

元・実測および石器の実測作業を行った。 

記録資料整理については写真資料整理・デジタル化

作業を行った。 

三殿台遺跡ガイドボランティア 74人 土日を中心に４人のボランティアが交代で来館者へ

遺跡解説を行った。延べ 74人が活動し 1,026人をガ

イドした。 

学校見学の受け入れ 3,167人 年間を通じて、小・中・高・大学の受け入れを行い、

67団体が見学した。引率者と事前に相談し、火起こ

しなど体験学習メニューを積極的に取り入れた。 

職業体験・職業インタビューの

受け入れ 

11人 職業体験として汐見台中学校・岡村中学校・藤の木

中２年生計８人を受け入れた。また、汐見台中学校

の 1年生３人が職業インタビューに訪れた。 

クラブ活動・総合的な学習・サ

マースクール等への支援 

 
・岡村小学校の地域交流クラブに講師を派遣した。

石器づくり・勾玉作り・弓矢づくりなど 各回 12人

参加（全９回） 

・上大岡小学校のサマースクールに勾玉作り教室の

講師を派遣した。 31人参加 

・飯島小学校火起こし体験教室へ講師を派遣した。 

16人参加 

・岡村小学校６年生土器作りの指導に講師２名を派

遣した。63 人参加 

・小菅ヶ谷小６年生土器づくりの指導に講師２名を

派遣し、成型と野焼きを行った。各 40名参加 
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ホームページの運営  ・復元住居建替え工事に伴いホームページを 18回更

新した。 

・三殿台遺跡までの地図をアップした。 

・三殿台考古館のＥメールアドレスをアップし、イ

ベント参加申し込みに使えるよう準備した。 

・「年間催し物案内」を常時掲載し、体験学習等イベ

ントの情報を発信した。 

その他広報 
 

・広報よこはま磯子区版に体験学習の情報を掲載い

した。 

・プラネット神奈川や横浜カレンダーに情報を提供

した。 

・市立小学校社会科研究会で三殿台遺跡を紹介し、

活用してもらうよう案内した。 

・子どもとお出かけ情報「いこーよ」にイベント情

報を掲載した。 

 

（２）体験学習事業 

項   目 参加人数 事 業 内 容 

体験学習の実施 510人 ・ゴールデンウィーク体験教室 5月 3・4・5日 

３日：火起こし教室  6人 

４日：勾玉作り教室  23人 

５日：石器作り教室    16人 

・キャンプ in三殿台 

７月 22・23 日：6家族 2日間延べ 46人 

・夏休み体験教室 

①勾玉作り教室 

７月 28日・8月 17日 12人 

②土偶作り教室 

7月 15日 23人 

③土器作り教室 

7月 16日 26人 

※野焼き 8月 25日 42人（保護者込み） 

石器作り教室 

  8月 22日：8人 

・秋の土器作り教室 

 10月 6・7・8・27日 各回８人  

・随時実施の火起こし・勾玉作り 

火起こし 230人、勾玉作り 46人 
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（３）その他利用促進事業 

項   目 参加人数 事 業 内 容 

古代人体験教室 2,832人 弓矢撃ち体験の実施。無料。 

 

（４）グッズ製作・販売事業 

項   目 事 業 内 容 

缶バッジの製作・販売 缶バッジの製作・販売 販売価格 1個 100円 

30年度売上げ 170個 17,000円 

土器片ペンダントの製作・販売 土器片ペンダントの販売 販売価格１個 700円・500円 

30年度売上 ＠700×17個＋＠500×7個 15,400円 

オリジナルクリアファイルの販売 オリジナルクリアファイルの販売 販売価格 1枚 200円 

30年度売上  116枚 23,200円 

勾玉づくりキット 勾玉づくりキットの製作・販売 販売価格 1個 300円 

30年度売上げ 169個 50,700円 

 

４ 三殿台考古館施設維持事業（定款第４条第１項第１号③） 

  三殿台考古館の諸施設を日々管理し、適切に維持するとともに来館者に満足感を与えるよう運

営しました。 

（１） 三殿台考古館の管理 

    管理対象施設等 事業内容 

経常的な維持・管理 ・国指定史跡「三殿台遺跡」・管理事務棟・展示棟・竪穴住居保護

棟・復元住居・遺構表示用擬木の維持管理。 

・台風被害で破損した屋根を職員により速やかに修繕した。 

・遺跡内草刈り、植栽剪定 

・職員による遺跡内及び周辺の清掃作業や、施設内巡回などの危

機管理対策を実施した。 

老朽化した復元住居の建替え

工事 

老朽化した縄文・弥生復元住居について、11月下旬より 2月下旬

かけて建替え工事が実施された。 

土器作り 野焼き 
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開館時間の拡大 平成 30年度も午前９時から開館し、４月～９月は午後５時まで、

10月～３月は午後４時まで開館した。 

「キャンプ in三殿台」の開催時には夕～朝まで、閉館時間帯の施

設利用を行なった。 

年２回、開館時間を日没まで延長し、「ダイヤモンド富士観察会」

を開催したが、天候に恵まれず観測できなかった。 

①９月 24日～28日 ②３月 10日～14日 

 

（２）三殿台考古館施設自動販売機売り上げの推移                （千円） 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 

自動販売機売り上げ ２７ ２６ ２９ ２９ 

 

（３）三殿台考古館施設入場者の推移 

項   目 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 

三殿台考古館施設入場者（人） １４，９６０ １５，２５２ １６，１５４ １６，５９７ 

 

 

 事業別評価  

 

事業名称 実施概要 評価 

資料収集保管事業 資料収集保管事業では、整理ボランティアに

よる三殿台遺跡出土品基礎整理、収蔵記録資料

のデジタルデータ化などを継続した。また、職

員により三殿台遺跡調査時測量図面の整理を実

施し、新たに遺跡全体図の再作成を実施した。 

Ｂ 

常設展事業 常設展事業では、職員による学校団体・一般団

体・その他来館者へ遺跡・住居跡保護棟・復元住

居・北側貝塚について展示解説を実施した。 

例年に比べ、夏の酷暑と冬の厳しい寒さという

気候のなか、来館者数は 14,960 人で、昨年度と

ほぼ同様の来館者を得ることができた。また、学

校団体の見学は、昨年度の 47 校から 20 校増加

し、67校とすることができた。 

Ａ 

企画普及事業 市民や来館者に遺跡への理解を深めてもらえ

るよう、展示解説や体験学習を開催し、生涯学習

活動を支援した。特に弓矢撃ち体験は、前年度の

2,323人の 1.2倍にあたる 2,832人に利用してい

ただけた。 

Ｓ 
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また、遺跡ガイドボランティアは新たに２名の

登録を得て、延べ 74人が対前年度 23％増となる

1,026人の参加者をガイドした。 

なお、資料整理ボランティアは全体に高齢化が

進み辞められる方も出てきており、延べ 574人に

とどまった。  

施設維持事業 老朽化の進む事務棟・展示棟・住居跡保護棟・

擬木標示遺構の維持管理を適切に実施した。 

職員による遺跡内の草刈り、施設周囲の清掃を

実施するとともに、台風による事務棟屋根破損等

の被害に対しては職員が迅速に対応した。 

Ａ 




